
マルチ蓄電プラットフォーム
取扱説明書

このたびは、マルチ蓄電プラットフォームをお買い上げいただきまして、誠にありがと
うございます。この取扱説明書では、マルチ蓄電プラットフォームで構成されたシステ
ムの機能および使用方法について解説します。はじめにこの取扱説明書をよくお読みに
なり、十分にご理解のうえ、正しくご使用ください。

◆本書で説明している 4 つのシステム

本書では上記の製品を組み合わせた4つのシステム（ 下記）について説明しています。
お使いになる前に、16 ページをお読みになり、お客様のシステムがどれに該当するか確認してください。
≥お使いのシステムによっては、上記機器の一部を使用しない（設置されていない）場合があります。
≥お使いのシステムによって、本書内での説明や使用できる機能が異なります。
≥蓄電池ユニットは上記形式のいずれか1台を使用します。

蓄電専用システム ハイブリッド蓄電システム

特定負荷用分電盤あり
システム !A" -1

システム !B"
（太陽光発電システム併設あり）

システム !A" -2
全負荷用分電盤あり

― システム !C"

マルチ蓄電パワー
コンディショナ
（ITC-SSMP）

マルチ蓄電システム用
ゲートウェイ
（ITC-SSGW）

PVユニット
（ITC-SSPU）

トランスユニット
（ITC-SSTU）

蓄電池ユニット
（ITC-SSBU98）

蓄電池ユニット
（ITC-SSBU65）

蓄電池 +蓄電池 太陽電池

はじめに

ご使用前の準備

システムの運転

設定

品番 5830056-4 A

*5830056-4 A*
日本国内専用品
Use only in Japan

お客様用

その他
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に

はじめに

安全上のご注意
誤った取り扱いをしたときに生じる危害や損害を、次のように区分して説明しています。

§ 物的損害とは、製品の故障、誤動作などでお客様の設備や財物に損害を与えることを示します。

お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。

警告 正しい取り扱いをしなければ、この危険のために、軽傷・中程度の傷害を負ったり、
万一の場合には重傷や死亡に至るおそれがあります。

注意 正しい取り扱いをしなければ、この危険のために、ときに軽傷・中程度の傷害を負ったり、
あるいは物的損害※を受けるおそれがあります。

システム

警告
感電、発煙、発火、火災、けが、機能障害のおそれあり

■フロントカバーを開けたり、分解、改造または修理をしないでください。

■ぬれた手で触ったり、ぬれた布でふいたりしないでください。

■雷が鳴っているときは、製品本体やケーブルに触れないでください。

■ 湯気、水蒸気、冷気、油煙、腐食性ガスを出す機器をシステムの各機器の付近に置かないでください。

■次の機器を、特定負荷用コンセント、特定負荷用分電盤ならびに全負荷用分電盤に接続しないで

ください。※

jすべての医療機器

j灯油やガスを用いる冷暖房機器やヒータを持つ機器

jデスクトップパソコンなどのバッテリを持たない情報機器

jその他、途中で止まると生命や財産に損害を及ぼす機器

§ 特定負荷用コンセント、特定負荷用分電盤ならびに全負荷用分電盤から供給する電圧は、蓄電

池ユニットの充電が不足したり、太陽の光が弱くなると低下することがあります。接続に際し

ては、突然停止しても安全性に問題がない機器であることを確認してください。特定負荷用コ

ンセント、特定負荷用分電盤ならびに全負荷用分電盤の電圧出力が停止した場合、人身傷害や

接続した機器の機能障害がまれに起こるおそれがあります。

●一般的な禁止
特定しない一般的な禁止の通告

●一般的な指示
特定しない一般的な使用者の行為を指示
する表示

 ●高温注意
特定の条件において、高温による傷害の
可能性を注意する通告

 ●感電注意
特定の条件において、感電の可能性を
注意する通告

 

 

●必ずアース線を接続する
安全アース端子付きの機器の場合、使用
者に必ずアース線を接続して接地をとる
ように指示する表示
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安全上のご注意（つづき）

（システム）

警告
感電、発煙、発火、火災、けが、機能障害のおそれあり

■特定負荷用コンセントと家庭内の一般負荷用コンセント、もしくは特定負荷用コンセント同士を

延長ケーブル等で接続しないでください。

■以下のような場合、お買い上げの販売店に連絡してください。

j修理、増設、移設を行うとき

j冠水、冠雪したとき

■煙が出たり、変な音やにおい、その他異常を感じた場合、以下を行ってください。

jパワーコンディショナの運転を停止する。
j蓄電システム用ブレーカを「オフ」にする。
j自立入力端子に接続される機器の全ブレーカを「オフ」にする。
<特定負荷用分電盤または、特定負荷用コンセントをご使用の場合＞
j 特定負荷用分電盤の全ブレーカを「オフ」にする。
j 主分電盤の特定負荷用分電盤用ブレーカを「オフ」にする。
<全負荷用分電盤をご使用の場合>
j 全負荷用分電盤の全ブレーカを「オフ」にする。
j 契約ブレーカを「オフ」にする。

j販売店に連絡する。

注意
感電、発煙、発火、火災、けが、機能障害のおそれあり

■お手入れ時に洗剤や薬品を使用しないでください。

■製品の近くで以下を行わないでください。

j可燃性スプレーや殺虫剤の吹き付け
j燃えやすい物の設置
j引火性の強い溶剤の使用
j薬剤の散布

■上に乗ったり、ぶら下がったり、物を置いたりしないでください。また、もたれかかったり、物

をぶつけたりしないでください。

■製品本体を塗装しないでください。

■主幹電流センサは取り付け方向を間違えると、パワーコンディショナが正常に動作しません。

主幹電流センサは、主幹ブレーカの 1次側に、正しい方向で取り付けてください。

■特定負荷用分電盤をご使用の場合は、特定負荷用コンセントは定格が 20A のものを、電線は

Φ2.0mm 単線をご使用ください。

■全負荷用分電盤も、特定負荷用分電盤もご使用にならない場合は、特定負荷用出力端子に接続す

るブレーカは 20A を使用してください。特定負荷用コンセントは定格が 20A のものを、電線

はΦ2.0mm 単線をご使用ください。
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安全上のご注意（つづき）

（システム）

以下に示す項目は、安全を確保する上で必要なことですので必ずお守りください。
≥高いところに設置された機器を操作したり、点検・お手入れしたりする場合は、足場など十分安全を確保して作業
してください。
≥日常点検とお手入れは必ず行ってください。その際、さびの発生など、外観に異常がないか確認してください。
≥廃棄される際は、お買い上げの販売店に依頼してください。

≥特定負荷用コンセントには、常時 AC100Vが出力されます。特定負荷用コンセントに付属の特定負荷用コンセン
トラベルを貼り、他のコンセントと分けてください。
≥特定負荷用分電盤または特定負荷用コンセントで同時に使用する電気製品の合計消費電力が、最大2.0kVAを超え
ないようにしてください。最大消費電力の合計が 2.0kVA を超える場合は、使用する機器を減らしてください。
≥全負荷用分電盤（KP-DB75/KP-DB75B）－主分電盤には、同時に使用する電気製品の合計消費電力が、通常
時に最大片相 7.5kVA、両相 15.0kVA、停電時に最大片相 2.0kVA、両相 4.0kVA を超えないようにしてくだ
さい。最大消費電力の合計が上記を超える場合は、使用する電気製品を減らしてください。
≥停電時に必要のない機器を接続して使用し続けると、蓄電池ユニットの残量が不足し、ご家庭内で電気が使えなく
なる可能性があります。必要により、機器をオフ、または、ブレーカを落としてください。
≥本システムの主幹電流センサによる電力測定範囲は、使用する主幹電流センサによって以下のように異なります。
jKP-CT-S16AC100A（φ14.5) : 20kW（100A × 100V × 2）まで計測
jKP-CT-S24AC100A（φ24)   : 45kW（225A × 100V × 2）まで計測
jKP-CT-S35AC100A（φ35.5) : 60kW（300A × 100V × 2）まで計測
≥主幹電流センサの取り扱い時は、以下に注意してください。正しく計測できなくなるおそれがあります。
jセンサ勘合面に衝撃を加えたり、ゴミ等の異物を付着させない。
jセンサを開く時は、開閉爪を無理に開かない。
jセンサを閉じる時は、固定爪に「カチッ」と音がするまで押込み、固定されたことを確認する。
≥水害時などにコンセントの水没が想定される場合は、自立運転切替の設定を「自動」にしないでください。

安全上の要点

使用上の注意
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安全上のご注意（つづき）

以下に示す項目は、安全を確保する上で必要なことですので必ずお守りください。
≥製品本体から上250mm、下322mm、左30mm、右30mm、前700mm以内に物を置いたりしないでください。
§ 指定の距離以上のスペースが確保された状態であっても、発熱物（エアコン室外機など）や子供が容易に上がれ
る物は置かないでください。

≥温度・湿度環境は、下記としてください。
j使用時：温度－ 20 - +50℃、湿度 25 - 95%RH（ただし、結露および氷結なきこと）
j保管、輸送時：温度－ 20 - +50℃、湿度 25 - 85%RH（ただし、結露および氷結なきこと）
≥製品の通信コネクタには、一般の通信機器などを接続しないでください。

パワーコンディショナ

警告
感電、発煙、発火、火災、けが、機能障害のおそれあり

■フロントカバーを開けたり、シート内部を触ったりしないでください。

注意
感電、発煙、発火、火災、けが、機能障害のおそれあり

■通電中や電源を切った直後は高温になっており、やけどのおそれがあるため製品本体に素手で触

らないでください。

■通風口をふさがないでください。

安全上の要点
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安全上のご注意（つづき）

（パワーコンディショナ）

≥ラジオやテレビなど、電波を利用する機器は製品本体から 3ｍ 以上離してください。電波受信に影響が出るおそ
れがあります。
≥製品の運転時は、高速電力線通信（PLC）アダプターを用いたインターネットなどのデータ通信速度が低下する
おそれがあります。
≥全負荷用分電盤（KP-DB75/KP-DB75B）－主分電盤には、同時に使用する電気製品の合計消費電力が、通常
時に最大片相 7.5kVA、両相 15.0kVA、停電時に最大片相 2.0kVA、両相 4.0kVA を超えないようにしてくだ
さい。最大消費電力の合計が上記を超える場合は、使用する電気製品を減らしてください。

【本体への表示内容】
経年劣化により危害の発生が高まるおそれがあることを注意喚起するために、以下の内容の表示を本体に行ってい
ます。

【設計上の標準使用期間とは】
≥以下の標準的な使用条件に基づく経年劣化に対して、使用開始日（連系開始日）から安全上支障なく、使用す
ることができる標準的な期間です。
≥設計上の標準使用期間は、保証期間とは異なります。また、一般的な故障を保証するものでもありません。

■標準的な使用条件

■安全規格上の設計方針
本製品は、安全規格 JIS C4412 に基づき、下記の前提条件にて設計されています。
≥過電圧カテゴリ（商用系統側）：Ⅲ
≥汚損度：4（筐体の内部は汚損度 2）
≥保護クラス：Ⅰ

使用上の注意

【設計上の標準使用期間】　15年
設計上の標準使用期間を超えてお使いいただいた場合は、経年劣化による発火・けが等の事故に至る
おそれがあります。

ITC-SSMP

環境
条件

定格出力電圧 AC202 V

定格出力電力 5.6kW（力率 1.0 時 5.9kW）

使用周囲温度 25 ℃

設置条件 標準設置（施工マニュアル「2. 設置場所の決定」による）
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安全上のご注意（つづき）

蓄電池ユニット

警告
感電、発煙、発火、火災、けが、機能障害のおそれあり

■異物を差し込まないでください。

■トップカバーを開け、ブレーカを操作したり、内部を手で触れたりしないでください。

■故意に水をかけたりぬらしたりしないでください。

■災害、水没・浸水時、蓄電池ユニットには近づかず、触れないでください。

■液漏れがある場合は、液体には触れないでください。液体が目や皮膚に付着したときは、すぐに

大量のきれいな水で洗い流し、医師の診断を受けてください。

■強い衝撃を与えないでください。

■ストーブ等の発熱物を蓄電池ユニットに向けないでください。

ストーブ等の発熱物とは、2ｍ以上離してください。

■間違った形式の電池と交換しないでください。爆発の危険性があります。

■高圧洗浄で清掃を行わないでください。

■ 蓄電池制御ユニット防水キャップを取り外さないでください。

■ペースメーカなどを使用されている方は、近づかないでください。

ペースメーカなどの動作に影響を与えるおそれがあります。

注意
感電、発煙、発火、火災、けが、機能障害のおそれあり

■たばこやお香など、ヤニが発生するものの近くに設置しないでください。

蓄電池9.8kWh
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安全上のご注意（つづき）

（蓄電池ユニット）

以下に示す項目は、安全を確保する上で必要なことですので必ずお守りください。
≥蓄電池ユニット本体から以下のところに物を置いたりしないでください。機能低下や寿命低下のおそれがあります。
j上：190mm以上 j前：150mm以上 j左：150mm以上

j右：300mm以上 j後ろ：30 mm以上（自立設置の場合）

≥使用する場合は、次のような点に注意してください。
j温度 : － 10 - ＋ 45 ℃（ただし、結露および氷結なきこと）

j湿度 : 25 - 95 %RH （ただし、結露および氷結なきこと）

≥蓄電池ユニット内に温度差が発生した場合、充放電を抑制することがありますので、蓄電池ユニットに冷暖房器具
（床暖房含む）の冷気、または暖気が直接あたらないようにしてください。

【本体への表示内容】
経年劣化により危害の発生が高まるおそれがあることを注意喚起するために、以下の内容の表示を本体に行ってい
ます。

【設計上の標準使用期間とは】
≥以下の標準的な使用条件に基づく経年劣化に対して、使用開始日（連系開始日）から安全上支障なく、使用す
ることができる標準的な期間です。
≥設計上の標準使用期間は、保証期間とは異なります。また、一般的な故障を保証するものでもありません。

■標準的な使用条件

■消防法上の取り扱い
本蓄電池ユニットで使用している電池セルの電解液は、消防法上「第四類 第二石油類」に該当します。

安全上の要点

使用上の注意

【設計上の標準使用期間】　15年
設計上の標準使用期間を超えてお使いいただいた場合は、経年劣化により
液漏れなどの事故に至ったり、規定の性能を満たすことができないおそれがあります。

ITC-SSBU98 ／ ITC-SSBU65

環境
条件

使用周囲温度 25 ℃

設置条件 標準設置（施工マニュアル「2. 設置場所の決定」による）
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安全上のご注意（つづき）

以下に示す項目は、安全を確保する上で必要なことですので必ずお守りください。

≥製品に水などがかからないように注意してください。
≥ゲートウェイの上に物を置いたり、手でぶら下がったり、物をぶら下げるなどしないでください。脱落し、破損す
るおそれがあります。
≥ボタン操作は必ず指で触れて操作してください。爪やボールペンなど先端の固いものや鋭利なもので操作しないで
ください。

≥日時設定を誤った場合、正しく動作しない場合があります。正しく設定してください。
≥契約アンペア設定を誤った場合、契約ブレーカが落ちる可能性があります。正しく設定してください。
≥ゲートウェイの金属部に触れる場合は、静電気に注意してください。
≥本製品は有線接続または無線接続を使用します。無線接続時に使用する 2.4GHz 帯では、電子レンジ等の産業・科
学・医療用機器のほか、工場の製造ライン等で使用されている移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線局）
および特定小電力無線局（免許を要しない無線局）並びにアマチュア無線局（免許を要する無線局）が運用されて
います。
1 本製品を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局および特定小電力無線局並びにアマチュア無線局が
運用されていないことを確認してください。

2 万一、本製品から移動体識別用の構内無線局に対して有害な電波干渉の事例が発生した場合には、速やかに使
用場所を変えるか、または機器の運用を停止（電波の発射を停止）してください。

3 その他、本製品から移動体識別用の特定小電力無線局、あるいはアマチュア無線局に対して有害な電波干渉の
事例が発生した場合など何かお困りのことが起きたときは、お買い上げの販売店にご相談ください。

ゲートウェイ

警告
感電、発煙、発火、火災、けが、機能障害のおそれあり

■カバーを開けたり、内部を手で触れたりしないでください。

注意
感電、発煙、発火、火災、けが、機能障害のおそれあり

■ケースの清掃には、有機溶剤（シンナー、ベンジン等）、強アルカリ性物質、および強酸性物質

を使用しないでください。

■清掃は、乾燥した柔らかい布で行ってください。

安全上の要点

使用上の注意
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安全上のご注意（つづき）

（ゲートウェイ）

≥本製品は 2.4GHz、または5GHz 無線による通信を行います。電波法により 5GHz(W52、W53) は屋外利用禁止
です（法令により許可された場合を除く）。
≥無線接続は、すべての利用環境で動作を保証するものではありません。距離や障害物により十分な通信速度が出な
い場合や、接続できない場合があります。
≥ゲートウェイの上面、左面、右面から 100mm 以内、下面から 200mm 以内には障害物等を置かないようにして
ください。周囲に障害物等があると、無線到達距離が短くなります。
≥本製品は 2.4GHz、または 5GHz 無線による通信を行います。電波を発生する装置からできるだけ離して設置して
ください。
j電子レンジ
jワイヤレス AVシステム
jコードレス電話
jBluetooth®機器
≥以下の場所には設置しないでください。
j医療用機器の近く（医療用機器が誤動作するおそれがあります。）
j放送局送信アンテナと家庭用アンテナの間（受信障害が発生するおそれがあります。）
j近隣にアマチュア無線のアンテナがある場合（受信障害を与えるおそれがあります。）
j金属・金具類に覆われた場所、金属の壁への設置、金属の机の上、金属製品のそば、電子レンジ、受信ブース
ターおよび無線に影響を与える機器

≥通信性能は周辺環境で変化します。本製品を設置する際は、事前に通信対象機器と正常に通信することを確認して
ください。
≥電波干渉の事例が発生した場合は、お買い上げの販売店に連絡してください。
≥本製品は設定によって無線通信を行います。無線通信による影響が発生する場合は、影響を与えている可能性のあ
る機器からできるだけ離して設置し、影響が無くなったことを確認の上、本製品を使用してください。
≥本製品で使用する5GHz 帯では、衛星システムおよび気象レーダに影響を与えるおそれがあるため、屋外での使用
は電波法により禁じられていますので使用しないでください。（法令により許可された場合を除く）
■ 無線 LAN セキュリティについての注意
≥無線接続では、LAN ケーブルを使用する代わりに、電波を利用してパソコン等と無線 LAN ルータ間で情報のや
り取りを行うため、電波の届く範囲であれば自由に LAN 接続が可能であるという利点があります。その反面、電
波はある範囲内であれば障害物（壁等）を越えてすべての場所に届くため、セキュリティに関する設定を行ってい
ない場合、以下のような問題が発生する可能性があります。
≥通信内容を盗み見られる
j悪意ある第三者が、電波を故意に傍受し、ID やパスワードまたはクレジットカード番号等の個人情報メールの
内容等の通信内容を盗み見られる可能性があります。

≥不正に侵入される
j悪意ある第三者が、無断で個人や会社内のネットワークへアクセスし、個人情報や機密情報を取り出す（情報
漏洩）、特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし）、傍受した通信内容を書き換えて
発信する（改ざん）、コンピュータウィルスなどを流しデータやシステムを破壊する（破壊）などの行為をされ
てしまう可能性があります。

≥本来、無線LAN カードや無線 LAN ルータは、これらの問題に対応するためのセキュリティの仕組みを持ってい
ますので、無線 LAN 製品のセキュリティに関する設定を行って製品を使用することで、その問題が発生する可能
性は少なくなります。セキュリティの設定を行わないで使用した場合の問題を充分理解した上で、お客様自身の判
断と責任においてセキュリティに関する設定を行い、製品を使用することをお奨めします。

≥計算上の誤差 ( 四捨五入 ) により実績値、換算値の画面ごとの値が同じ値にならない場合があります。

機器仕様上の留意事項
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安全上のご注意（つづき）

以下に示す項目は、安全を確保する上で必要なことですので必ずお守りください。

≥温度・湿度環境は、下記としてください。
j使用時：温度 -20 - +50 ℃、湿度 25 - 95%RH（ただし、結露および氷結なきこと）
j保管、輸送時：温度 -20 - +50 ℃、湿度 25 - 85%RH（ただし、結露および氷結なきこと）
≥製品本体から上250mm、下322mm、左30mm、右30mm、前700mm以内に物を置いたりしないでください。
§ 指定の距離以上のスペースが確保された状態であっても、発熱物（エアコン室外機など）や子供が容易に上がれ
る物は置かないでください。

≥ラジオやテレビなど、電波を利用する機器は製品本体から 3ｍ 以上離してください。電波受信に影響が出るおそ
れがあります。
≥製品の運転時は、高速電力線通信（PLC）アダプターを用いたインターネットなどのデータ通信速度が低下する
おそれがあります。

【本体への表示内容】
経年劣化により危害の発生が高まるおそれがあることを注意喚起するために、以下の内容の表示を本体に行っています。

【設計上の標準使用期間とは】
≥以下の標準的な使用条件に基づく経年劣化に対して、使用開始日（連系開始日）から安全上支障なく、使用す
ることができる標準的な期間です。
≥設計上の標準使用期間は、保証期間とは異なります。また、一般的な故障を保証するものでもありません。

■標準的な使用条件

PV ユニット

注意
感電、発煙、発火、火災、けが、機能障害のおそれあり

■通電中や電源を切った直後は高温になっており、やけどのおそれがあるため製品本体に素手で触

らないでください。

■通風口をふさがないでください。

安全上の要点

使用上の注意

【設計上の標準使用期間】　15年
設計上の標準使用期間を超えてお使いいただいた場合は、経年劣化による発火・けが等の事故に至る
おそれがあります。

ITC-SSPU

環境
条件

定格入力電圧 DC320 V

定格入力電力 6.6kW

使用周囲温度 25 ℃

設置条件 標準設置（施工マニュアル「2. 設置場所の決定」による）

5830056-4 A_KPBP-A_IT_取扱説明書 .book  13 ページ  ２０２５年４月８日　火曜日　午後２時２９分



14

は
じ
め
に

安全上のご注意（つづき）

以下に示す項目は、安全を確保する上で必要なことですので必ずお守りください。

≥製品本体から上250mm、下322mm、左30mm、右30mm、前700mm以内に物を置いたりしないでください。
§ 指定の距離以上のスペースが確保された状態であっても、発熱物（エアコン室外機など）や子供が容易に上がれ

る物は置かないでください。

≥温度・湿度環境は、下記としてください。
j使用時：温度－ 20 - +50℃、湿度 25 - 95%RH（ただし、結露および氷結なきこと）
j保管、輸送時：温度－ 20 - +50℃、湿度 25 - 85%RH（ただし、結露および氷結なきこと）

トランスユニット

注意
感電、発煙、発火、火災、けが、機能障害のおそれあり

■通電中や電源を切った直後は高温になっており、やけどのおそれがあるため製品本体に素手で触

らないでください。

■通風口をふさがないでください。

安全上の要点
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安全上のご注意（つづき）

（トランスユニット）

≥ラジオやテレビなど、電波を利用する機器は製品本体から 3ｍ 以上離してください。電波受信に影響が出るおそ
れがあります。
≥製品の運転時は、高速電力線通信（PLC）アダプターを用いたインターネットなどのデータ通信速度が低下する
おそれがあります。
≥停電中にトランスユニットから運転音が聞こえる場合があります。
≥全負荷用分電盤（KP-DB75/KP-DB75B）－主分電盤には、同時に使用する電気製品の合計消費電力が、通常
時に最大片相 7.5kVA、両相 15.0kVA、停電時に最大片相 2.0kVA、両相 4.0kVA を超えないようにしてくだ
さい。最大消費電力の合計が上記を超える場合は、使用する電気製品を減らしてください。

【本体への表示内容】
経年劣化により危害の発生が高まるおそれがあることを注意喚起するために、以下の内容の表示を本体に行ってい
ます。

【設計上の標準使用期間とは】
≥以下の標準的な使用条件に基づく経年劣化に対して、使用開始日（連系開始日）から安全上支障なく、使用す
ることができる標準的な期間です。
≥設計上の標準使用期間は、保証期間とは異なります。また、一般的な故障を保証するものでもありません。

■標準的な使用条件

使用上の注意

【設計上の標準使用期間】　15年
設計上の標準使用期間を超えてお使いいただいた場合は、経年劣化による発火・けが等の事故に至る
おそれがあります。

ITC-SSTU

環境
条件

定格出力電圧 AC202V

定格入力電力 4.0 kW

使用周囲温度 25 ℃

設置条件 標準設置（施工マニュアル「2. 設置場所の決定」による）
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【必須】システム構成と同梱品の確認

≥パワーコンディショナ、PVユニット、トランスユニットの外観は同じです。
本体左側面の定格ラベルを確認し、機器を区別してください。

※1. 特定負荷用分電盤の設置がなく、特定負荷用コンセントが設置されている場合もシステム !A" -1 に含みます。（ 83）

1. システム構成の確認

設置されているシステムが以下 !A"～ !C"のどのシステム構成に該当するか確認してください。
システム構成によって本書内での説明や使用できる機能が異なります。

≥お使いになる前に各機器の設置場所をご確認ください。
≥特定負荷用分電盤／全負荷用分電盤は日東工業株式会社製です。詳細は、特定負荷用分電盤／全負荷用分
電盤の取扱説明書をご覧ください。
≥特定負荷用分電盤および全負荷用分電盤の設置がなく、特定負荷用コンセントが設置されている場合は、
!A" または !B"に該当します。

システム !A" -1 蓄電専用システム・特定負荷用分電盤あり・太陽光発電システム併設なし
（機器構成は、仕様ごとに組み合わせがあります。）

[1]パワーコンディショナ
（ITC-SSMP）

[2]蓄電池ユニット
以下2機種のうちどちらか

[3]ゲートウェイ
（ITC-SSGW）

[4]特定負荷用分電盤※1
（KP-DB20B-2）

定格ラベル

（ITC-SSBU98） （ITC-SSBU65）
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【必須】システム構成と同梱品の確認（つづき）

※2. 特定負荷用分電盤の設置がなく、特定負荷用コンセントが設置されている場合もシステム !A" -2 に含みます。（ 83）

※3. 特定負荷用分電盤の設置がなく、特定負荷用コンセントが設置されている場合もシステム !B" に含みます。（ 83）

システム !A" -2 蓄電専用システム・特定負荷用分電盤あり・太陽光発電システム併設あり
（機器構成は、仕様ごとに組み合わせがあります。）

[1]パワーコンディショナ
（ITC-SSMP）

[2]蓄電池ユニット
以下2機種のうちどちらか

[3]ゲートウェイ
（ITC-SSGW）

[4]特定負荷用分電盤※2
（KP-DB20B-2）

ソーラーパワーコンディショナ 太陽電池

システム !B" ハイブリッド蓄電システム・特定負荷用分電盤あり・太陽電池あり
（機器構成は、仕様ごとに組み合わせがあります。）

[1]パワーコンディショナ
（ITC-SSMP）

[2]蓄電池ユニット
以下2機種のうちどちらか

[3]ゲートウェイ
（ITC-SSGW）

[4]特定負荷用分電盤※3

（KP-DB20B-2）
[5] PV ユニット
（ITC-SSPU）

太陽電池

（ITC-SSBU98） （ITC-SSBU65）

（ITC-SSBU98） （ITC-SSBU65）
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【必須】システム構成と同梱品の確認（つづき）

システム !C" ハイブリッド蓄電システム・全負荷用分電盤あり・太陽電池あり
（機器構成は、仕様ごとに組み合わせがあります。）

[1]パワーコンディショナ
（ITC-SSMP）

[2]蓄電池ユニット
以下2機種のうちどちらか

[3]ゲートウェイ
（ITC-SSGW）

[4]全負荷用分電盤
（KP-DB75 ／
KP-DB75B）

[5]トランスユニット
（ITC-SSTU）

[6] PVユニット
（ITC-SSPU）

太陽電池

（ITC-SSBU98） （ITC-SSBU65）
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【必須】システム構成と同梱品の確認（つづき）

お使いになる前に同梱品がそろっていることをご確認ください。

2. 同梱品の確認

□簡易取扱説明書 [ １枚 ]
□マルチ蓄電パワーコンディショナ　安全上のご注意（お客様用）[ １枚 ]
□蓄電池ユニット　安全上のご注意（お客様用）[ １枚 ]
□マルチ蓄電システム用ゲートウェイ　安全上のご注意（お客様用）[１枚 ]
□（システム !B"、 !C"）
PVユニット　安全上のご注意（お客様用）[ １枚 ]

□（システム !C"）
トランスユニット　安全上のご注意（お客様用）[１枚 ]

□検査成績書（パワーコンディショナ用）[ １枚 ]
□検査成績書（蓄電池ユニット用）[ １枚 ]
□（システム !B"、 !C"）
検査成績書（PVユニット用）[ １枚 ]

□（システム !C"）
検査成績書（トランスユニット用）[ １枚 ]

□お客様用「遠隔モニタリングサービス　ご登録にあたって」/「本製品のサーバ接続機
能およびソフトウェア自動更新サービスについて」[ １枚 ]

□スマホアプリ「エネルギーシステムコントローラ」ご利用手順 [ １枚 ]
□システム設定確認リスト［1 枚］
□保証登録に関するお願い [1 枚 ]
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は
じ
め
に

必ずお読みください

◆本書では以下のように記載しています

◆本書内のイラストについて

≥本書内の製品姿図・イラスト・画面などはイメージです。実物と多少異なる場合がありますがご了承ください。

本製品は、インターネットに接続することにより、「ソフトウェア自動更新サービス」と「遠隔モニタリングサービ
ス」をご利用になれます。
ご使用の前にネットワーク接続とサーバとの通信確認を行ってください。（ 38 ページ「ネットワーク接続とサー
バとの通信確認」）
≥お買い上げ時には、「ソフトウェア自動更新サービス」および「遠隔モニタリングサービス」は有効に設定されて
います。

◆HEMS について

HEMSとは、Home Energy Management System の略で、家庭内のエネルギーの見える化やスマート家電
などのマネジメントを行うシステムのことです。
ゲートウェイは ECHONET Lite に対応しています。本製品に対応したHEMS コントローラが設置されている
場合、HEMS コントローラは太陽光発電システムの発電状況などの情報をネットワーク経由でゲートウェイか
ら取得することができます。
≥HEMS については、HEMSコントローラの取扱説明書も併せてお読みください。

≥出力制御は、使用方法、使用環境等を遵守しないと、太陽光発電の発電量抑制や発電停止につながる可能性があります。
≥本書をよくお読みになり、記載の使用方法、及び使用環境下にてご利用ください。

本書の記載について

「マルチ蓄電パワーコンディショナ」 →「パワーコンディショナ」

「太陽光発電システムのパワーコンディショナ」 →「ソーラーパワーコンディショナ」

「マルチ蓄電システム用ゲートウェイ」 →「ゲートウェイ」

「蓄電システム用漏電ブレーカ」 →「蓄電システム用ブレーカ」

「太陽光発電用漏電ブレーカ」 →「太陽光発電用ブレーカ」

「システム !A" -1」 →「太陽光発電なしシステム」

「システム !A" -2」、「システム !B"」、「システム !C"」 →「太陽光発電ありシステム」

「システム !A" -1」、「システム !A" -2」、「システム !B"」 →「特定負荷用分電盤ありシステム」

「システム !C"」 →「全負荷用分電盤ありシステム」

参照いただくページ →「 00」

ご使用の前にネットワーク接続とサーバとの通信確認を行ってください

本製品についてのお知らせ

本製品ご使用に際しての注意事項
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は
じ
め
に

必ずお読みください（つづき）

≥本製品に起因して生じた特別損害、間接損害、または消極損害に関しては、当社はいかなる場合も責任を負いません。
例：
j機器障害 ( 本製品故障、ケーブル故障等を含む ) におけるパワーコンディショナでの発電停止による損失
j通信障害 ( インターネット回線障害、ルータ故障、無線切断等を含む ) におけるパワーコンディショナの発電抑
制、発電停止による損失
jインターネットを利用せず、手動でスケジュールを更新する場合に、未更新を原因とするスケジュール期限切
れでの発電停止による損失
j発電時間帯に保守作業でソフトウェアバージョンアップしたことによる発電抑制または停止の損失

≥当社はDDoS 攻撃（分散型DoS 攻撃）、コンピュータウイルスその他の技術的な有害プログラム、不正アクセスに
より、当社商品、インストールされたソフトウェア、またはすべてのコンピュータ機器、コンピュータプログラ
ム、ネットワーク、データベースが感染したとしても、そのことにより直接または間接的に生じた損失、損害その
他の費用について一切責任を負わないものとします。
お客様ご自身にて、（1）アンチウイルス保護、(2) データ入出力、（3）紛失データの復元、（4）当社商品または
インストールされたソフトウェアに対するコンピュータウイルス感染防止、（5）当社商品に対する不正アクセス
防止についての十分な措置を講じてください。

免責事項について
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は
じ
め
に

システムの概要

システム全体図

システム !A" -1、!A" -2、!B"（特定負荷用分電盤ありシステム）の場合

商用電力系統

LANポート付きルータ

お客様の端末
（パソコン、タブレット、スマートフォンなど）

インターネット※1
HEMS
コントローラ 遠隔モニタ

サーバ

ソフト更新
サーバ

ユーザ登録し遠隔モニ
タサーバにアクセスし
ます

システムの運転状況
を確認したり設定を
変更できます

ソフト更新データを自
動でダウンロードして
機器をアップデートし
ます

※1. 出力制御が有効でオンライン構成の場合は、
       電力サーバにもアクセスします。
※2. ゲートウェイとルータは無線で接続することも

できます。

※2

パワーコン
ディショナ

ソーラーパワー
コンディショナ

特定負荷用
分電盤

蓄電池
ユニット

ゲートウェイ

PVユニット

主分電盤

太陽電池

太陽電池

電気製品
特定負荷用
コンセント

特定負荷

一般負荷システム !B"のみ

システム !A"-2 のみ
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は
じ
め
に

システムの概要（つづき） システム全体図

◆システム構成機器の役割

◆特定負荷用分電盤について

≥特定負荷用分電盤または特定負荷用コンセントに接続している電気製品の合計消費電力は、2000VA以下（AC
100V で最大 20A 以下）になるようにしてください。

◆各ブレーカの設置場所について

≥主幹漏電ブレーカ：主分電盤の中にあります。
≥特定負荷用分電盤用ブレーカ：主分電盤の中にあります。
≥蓄電システム用ブレーカ：主分電盤の中または主分電盤の付近にあります。
≥太陽光発電用ブレーカ：主分電盤の中または主分電盤の付近にあります。
≥パワーコンディショナ用ブレーカ：特定負荷用分電盤の中にあります。

停電時には、特定負荷用分電盤に接続されている電気製品・コンセントが使用できます。

機器 役割

パワーコンディショナ システム全体の運転を管理します。

蓄電池ユニット 設定した時間帯や停電時に放電し、ご家庭の電気製品に電力を供給します。

ゲートウェイ システムの運転状況を表示します。また、システムの運転・停止や設定変更
を行います。

PVユニット 太陽電池の発電電力をまとめて、パワーコンディショナに送ります。

ソーラーパワーコンディショナ 太陽光発電システムの運転を管理します。
停電時は、太陽光発電の発電電力をパワーコンディショナに送ります。

主分電盤
主分電盤に接続している電気製品やコンセント（一般負荷）は、通常時（連
系運転中）は使用できますが、停電時（自立運転中）は電力が供給されず使
用できません。

特定負荷用分電盤

特定負荷用分電盤に接続している電気製品やコンセント（特定負荷）は、通
常時（連系運転中）だけでなく停電時（自立運転中）にも電力が供給され、
使用することができます。
≥通常時（連系運転中）は特定負荷への電力経路を「蓄電システム側」と「主
分電盤側」に、手動で切り替えることができます。
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は
じ
め
に

システムの概要（つづき） システム全体図

システム !C"（全負荷用分電盤ありシステム）の場合

商用電力系統

LANポート付きルータ

お客様の端末
（パソコン、タブレット、スマートフォンなど）

インターネット※1
HEMS
コントローラ 遠隔モニタ

サーバ

ソフト更新
サーバ

ユーザ登録し遠隔モニ
タサーバにアクセスし
ます

システムの運転状況
を確認したり設定を
変更できます

ソフト更新データを自
動でダウンロードして
機器をアップデートし
ます

※1. 出力制御が有効でオンライン構成の場合は、
       電力サーバにもアクセスします。
※2. ゲートウェイとルータは無線で接続することも

できます。

※2

パワーコン
ディショナ

トランス
ユニット

蓄電池
ユニット

ゲートウェイ

主分電盤

全負荷用
分電盤

PVユニット
太陽電池

全負荷（全負荷用分電盤－主分電盤
に接続した機器）
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は
じ
め
に

システムの概要（つづき） システム全体図

◆システム構成機器の役割

◆全負荷用分電盤について

≥全負荷用分電盤（KP-DB75/KP-DB75B）－主分電盤には、同時に使用する電気製品の合計消費電力が、通
常時に最大片相 7.5kVA、両相 15.0kVA、停電時に最大片相2.0kVA、両相 4.0kVA を超えないようにして
ください。最大消費電力の合計が上記を超える場合は、使用する電気製品を減らしてください。

◆各ブレーカの設置場所について

≥主幹漏電ブレーカまたは契約ブレーカ：全負荷用分電盤の付近にあります。
≥蓄電システム用ブレーカ：全負荷用分電盤の中にあります。
≥トランスユニット用ブレーカ：全負荷用分電盤の中にあります。
≥主分電盤用ブレーカ：全負荷用分電盤の中にあります。
≥全負荷用分電盤用ブレーカ：主分電盤の中にあります。

停電時には、全負荷用分電盤－主分電盤に接続されている電気製品・コンセントが使用できます。

機器 役割

パワーコンディショナ システム全体の運転を管理します。

蓄電池ユニット 設定した時間帯や停電時に放電し、ご家庭の電気製品に電力を供給します。

ゲートウェイ システムの運転状況を表示します。また、システムの運転・停止や設定変更
を行います。

PVユニット 太陽電池の発電電力をまとめて、パワーコンディショナに送ります。

トランスユニット 停電時に、蓄電池ユニットや太陽電池からの電力を全負荷用分電盤に送りま
す。

全負荷用分電盤
通常時（連系運転時）、停電時（自立運転時）の電力供給の中継点です。
蓄電池ユニットが放電した電力、太陽電池が発電した電力、電力会社から買っ
た電力を主分電盤に送ります。

主分電盤
全負荷用分電盤－主分電盤に接続している電気製品やコンセントは、通常時
（連系運転中）だけでなく停電時（自立運転中）にも電力が供給され、使用す
ることができます。
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は
じ
め
に

システムの概要（つづき） 運転モードについて

システム全体の運転モードは連系運転（通常時）、自立運転（停電時）の 2種類です。
連系運転モード時は、蓄電池の動作モード（蓄電動作モード）を選択できます。

※1. 非常時または保守時のモードとして強制充電/強制放電 /待機を選ぶことができますが、通常は使用しません。

（ 53）

◆連系運転について

≥システム構成や目的に合った蓄電動作モードを選ぶことで、効率的に電力の充放電を行うことができます。
≥消費電力や太陽光発電の発電電力に合わせて、自動で充電と放電が切り替わります。
≥連系運転を停止させると、充電・放電を停止します。
≥蓄電池ユニットに貯めた電力は、ご家庭の消費電力に合わせて放電します。売電はしません。

運転モードについて

システム全体の運転モード 選択できる運転モード

連系運転 通常時の運転モードです。

蓄電池の動作モード（詳細は 52 ページ）※1

経済モード 経済的なメリットを優先させるモードです。

安心モード 停電時に使用できる蓄電残量を優先させるモー
ドです。

グリーン
モード

システム !A"-2、!B"、!C"（太陽光発電ありシス
テム）で、太陽光発電の余剰電力を充電すること
ができるモードです。
≥システム !A" -1（太陽光発電なしシステム）で
は、グリーンモードにしても効果がありません
ので、設定しないでください。

自立運転 停電時の運転モードです。

≥（システム !A"-2 のみ）停電時のご家庭の電気製品への給電方
法を選択できます。（ 59）
≥（システム !A"-2 のみ）停電時に太陽光発電から蓄電池へ充電
する電力を設定できます（ 60）

5830056-4 A_KPBP-A_IT_取扱説明書 .book  26 ページ  ２０２５年４月８日　火曜日　午後２時２９分



27

は
じ
め
に

システムの概要（つづき） 通常時の電力供給・電気の流れ

※1. すべての電気製品（主分電盤と特定負荷用分電盤に接続している電気製品）を指します。（ 22）

通常時の電力供給・電気の流れ

通常時、システムは連系運転します。（ 26）

システム !A"-1（太陽光発電なしシステム）の場合

電力の種類 用途

[A] 蓄電池ユニットが放電した電力（放電電力・消費用）
ご家庭の電気機器が消費します。

[C] 電力会社から買った電力（買電電力・消費用）

[D] 電力会社から買った電力（買電電力・充電用） 蓄電池ユニットが充電します。

[A] [C] [D]の電力供給・電気の流れは、
使用状況や設定によって変化します。（ 28）

商用電力系統

（下記はイメージ図です） ご家庭の電気製品への電力供給（消費）

蓄電池ユニットへの電力供給（充電）

[A]
[C]

[D]

ご家庭の電気製品※1

蓄電池
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は
じ
め
に

システムの概要（つづき） 通常時の電力供給・電気の流れ

通常時は使用状況や設定によって電力供給の状態が自動的に切り替わります。

◆補足情報

[A]について
≥（ITC-SSBU98使用時）最大 4.0kWで放電します。
≥（ITC-SSBU65使用時）最大 2.5kWで放電します。
≥充電時間帯および放電時間帯の設定によっては、放電しない場合があります。また、放電曜日設定で「放電
しない」に設定されている日は放電しません。

[C]について
≥ [A]の電力供給が不足していない場合でも、商用系統に逆流しないように約 0.1kW を買電します。

蓄電池ユニットの充電・放電について
≥（ITC-SSBU98 使用時）充電は最大 4.0kWで行います。満充電に近づくにつれて、充電電力が抑制されます。
≥（ITC-SSBU65 使用時）充電は最大 2.5kWで行います。満充電に近づくにつれて、充電電力が抑制されます。
≥充電時間帯、放電時間帯は設定できます。
≥お客様の環境や電力の消費状態によっては、満充電まで充電できない場合があります。
≥蓄電動作モードをグリーンモードに設定しても効果がありません。設定しないでください。

◆使用状況や設定による電力供給の変化

充電時間帯、放電時間帯（ 57）の設定による変化

蓄電池ユニットが放電する時間帯
（放電時間帯） ご家庭の電気製品には [A] [C]が供給されます。

≥ [A]＞ [C]の優先順位で供給されます。
（[A]で電力が足りない場合のみ [C]が供給されます）

蓄電池ユニットが充電する時間帯
（充電時間帯）

ご家庭の電気製品には [C]が供給されます。
蓄電池ユニットには [D]が供給されます。（蓄電池に充電）

蓄電池ユニットが放電・充電しない時
間帯（放電時間帯と充電時間帯以外）

電気製品には [C]が供給されます。

（例）
12

1
2

4
56

7
8

9

10
11

3午前9時～午後6時

（例）
12

1
2

4
56

7
8

9

10
11

3午後11時～午前5時

（例）
12

1
2

4
56

7
8

9

10
11

3午前5時～午前9時
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システムの概要（つづき） 通常時の電力供給・電気の流れ

※1. システム !A" -2、 !B"（特定負荷用分電盤ありシステム）：すべての電気製品（主分電盤と特定負荷用分電盤に
接続している電気製品）を指します。（ 22）

システム !C"（全負荷用分電盤ありシステム）：すべての電気製品（全負荷用分電盤－主分電盤に接続している
電気製品）を指します。（ 24）

システム !A"-2、!B"、!C"（太陽光発電ありシステム）の場合

電力の種類 用途

[A] 蓄電池ユニットが放電した電力（放電電力・消費用）

ご家庭の電気機器が消費します。[B] 太陽電池が発電した電力（発電電力・消費用）

[C] 電力会社から買った電力（買電電力・消費用）

[D] 電力会社から買った電力（買電電力・充電用）
蓄電池ユニットが充電します。

[E] 太陽電池が発電した電力（発電電力・充電用）

[F] 太陽電池が発電した電力（発電電力・売電用） 電力会社に売ります。

[A]～ [F]の電力供給・電気の流れは、
使用状況や設定によって変化します。（ 30）

商用電力系統

太陽電池

（下記はイメージ図です）

ご家庭の電気製品への電力供給（消費） 電力会社への売電電力

蓄電池ユニットへの電力供給（充電）

[A]

[B]
[F]

[C]

[D]

[E]

ご家庭の電気製品※1

蓄電池
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システムの概要（つづき） 通常時の電力供給・電気の流れ

通常時は使用状況や設定によって電力供給の状態が自動的に切り替わります。

◆補足情報

[A]について
≥（ITC-SSBU98使用時）最大 4.0kWで放電します。
≥（ITC-SSBU65使用時）最大 2.5kWで放電します。
≥充電時間帯および放電時間帯の設定によっては、放電しない場合があります。また、放電曜日設定で「放電
しない」に設定されている日は放電しません。

[C]について
≥ [A]と [B]の電力供給が不足していない場合でも、商用系統に逆流しないように約 0.1kW を買電します。

蓄電池ユニットの充電・放電について
≥（ITC-SSBU98使用時）充電は最大4.0kWで行います。満充電に近づくにつれて、充電電力が抑制されます。
≥（ITC-SSBU65使用時）充電は最大2.5kWで行います。満充電に近づくにつれて、充電電力が抑制されます。
≥充電時間帯、放電時間帯は設定できます。
≥（蓄電動作モードが経済モード、安心モードの場合）
お客様の環境や電力の消費状態によっては、満充電まで充電できない場合があります。
≥（蓄電動作モードがグリーンモードの場合）
お客様の環境や電力の消費状態によっては、設定した充電量（「SOCジョウゲン」 56）まで充電できな
い場合があります。

◆使用状況や設定による電力供給の変化

充電時間帯、放電時間帯（ 57）の設定による変化

蓄電池ユニットが放電する時間帯
（放電時間帯） ご家庭の電気製品には [A] [B] [C]が供給されます。

≥ [B]＞ [A]＞ [C]の優先順位で供給されます。
（[A]と [B]で電力が足りない場合のみ [C]が供給されます）

蓄電池ユニットが充電する時間帯
（充電時間帯） ご家庭の電気製品には [B] [C]が供給されます。

≥ [B]＞ [C]の優先順位で供給されます。
（[B]で電力が足りない場合のみ [C]が供給されます）
蓄電池ユニットには [D]が供給されます。（蓄電池に充電）

蓄電池ユニットが放電・充電しない時
間帯（放電時間帯と充電時間帯以外） 電気製品には [B] [C]が供給されます。

≥ [B]＞ [C]の優先順位で供給されます。
（[B]で電力が足りない場合のみ [C]が供給されます）

蓄電動作モード（ 52）の設定による変化

太陽電池の発電電力を蓄電池ユニッ
トに充電しない設定の場合
（経済モード・安心モード）

太陽電池の発電電力は [B]＞ [F]の優先順位で使用します。
（[B]が余った場合に売電します）
≥ [E]の供給はありません。

太陽電池の発電電力を蓄電池ユニッ
トに充電する設定の場合
（グリーンモード）

太陽電池の発電電力は [B]＞ [E]＞ [F]の優先順位で使用します。

（[B] [E]が余った場合に売電します）

（例）
12

1
2

4
56

7
8

9

10
11

3午前9時～午後6時

（例）
12

1
2

4
56

7
8

9

10
11

3午後11時～午前5時

（例）
12

1
2

4
56

7
8

9

10
11

3午前5時～午前9時
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システムの概要（つづき） 停電時の電力供給・電気の流れ

停電などで電力会社からの電力供給が停止したときに、蓄電池または太陽電池から電力を供給します。
停電時には自動で自立運転に切り替わり、復電後は自動で連系運転に切り替わります。
≥停電時の電源供給元と電源供給先はお使いのシステムによって異なります。

◆補足情報

≥「テイデンジモード」（ 59）を「タイヨウコウキュウデン」に設定しないでください。停電時に蓄電池から
電力が供給されません。

停電時の電力供給・電気の流れ

停電時、システムは自立運転します。（ 26）

システム 電力供給元 電力供給先

システム !A"-1 蓄電池ユニット 特定負荷用分電盤

システム !A"-2 蓄電池ユニット／太陽電池 特定負荷用分電盤

システム !B" 蓄電池ユニット／太陽電池 特定負荷用分電盤

システム !C" 蓄電池ユニット／太陽電池 全負荷用分電盤－主分電盤

システム !A"-1（太陽光発電なしシステム）の場合

電力の種類 用途

[A] 蓄電池ユニットが放電した電力
（放電電力・消費用） 特定負荷用分電盤に接続した機器が消費します。

ご家庭の電気製品への電力供給（消費）
蓄電池

ご家庭の電気製品

[A]
特定負荷用分電盤に接続した機器

使用できます。

主分電盤に接続した機器

使用できません。
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システムの概要（つづき） 停電時の電力供給・電気の流れ

システム !A"-2、!B"、!C"（太陽光発電ありシステム）の場合

電力の種類 用途

[A]
蓄電池ユニットが放電した電力
（放電電力・消費用）

≥（システム !A"-2、 !B"）
特定負荷用分電盤に接続した機器が消費します。
≥（システム !C"）
全負荷用分電盤－主分電盤に接続した機器が消費
します。
≥夜間は [B]の供給はありません。

[B]
太陽電池が発電した電力
（発電電力・消費用）

[E] 太陽電池が発電した電力
（発電電力・充電用）

蓄電池ユニットが充電します。
≥夜間は [E]の供給はありません。

[A] [B] [E]の電力供給・電気の流れは、
使用状況や設定によって変化します。（ 33）

太陽電池

ご家庭の電気製品への電力供給（消費）

蓄電池ユニットへの電力供給（充電）

[E]

蓄電池

[E]

蓄電池

太陽電池

[A]

[B]

[A]

[B]

ご家庭の電気製品
（全負荷用分電盤－主分電盤に接続した機器）

ご家庭の電気製品

特定負荷用分電盤に接続した機器

使用できます。

主分電盤に接続した機器

使用できません。

使用できます。

システム !A"-2、 !B"

システム !C"
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システムの概要（つづき） 停電時の電力供給・電気の流れ

※ 1. 停電時に「蓄電池」、「太陽電池」、「蓄電池または太陽電池」のどの機器から給電するかを設定します。
（ 59）

※ 2. 停電時に蓄電池に供給する電力（充電電力）を設定します。（ 60）
※ 3. [B]＞ [E]の優先順位で供給されます。（[B]が余った場合のみ [E]が供給されます）
※ 4. [B]と [E]の供給電力の合計が太陽光発電の発電電力を上回った場合、ソーラーパワーコンディショナが

運転停止します。ソーラーパワーコンディショナの運転を再開するには、ソーラーパワーコンディショナ
の取扱説明書をご覧ください。また、停電時充電の設定を小さな値に変更してください。

※ 5. [A] [B]の供給が切り替わる際に一時的に自立運転が停止し、電気製品への電力供給が一時的に中断しま
すのでご注意ください。

ご家庭の電気製品には [A] [B]が供給されます。
≥ [B]＞ [A] の優先順位で供給されます。（[B]で電力が足りない場合のみ [A]が供給されます）
蓄電池には [E] が供給されます。
≥ [B] ＞ [E] の優先順位で供給されます。（[B] が余った場合のみ [E] が供給されます）

自動で電力供給を切り替えるため、電力の供給元の設定や蓄電池の充電電力の設定はありません。

システム !A"-2
◆使用状況や設定による電力供給の変化

電
力
供
給

停電時充電の設定※2

0W 自動 0W、自動以外

停電時
モードの
設定※1

蓄電池給電

[A] 供給されます。

[B]
供給されません。

[E]

太陽光給電

[A] 供給されません。

[B] 供給されます。

[E] 供給されません。 供給されます。※3 供給されます。※4

自動

[A]
[A]または [B]が供給されます。（[A] [B]の供給は自動で判定します）※5

[B]

[E] 供給されません。 供給されます。※3 供給されます。※4

システム !B"、 !C"
◆使用状況による電力供給の変化
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各部の名前と働き

パワーコンディショナ、PVユニット、トランスユニットの外観は同じです。
スイッチなどの操作部、ランプ、表示部はありません。

ランプの点灯・点滅・消灯と運転状態

パワーコンディショナ／ PV ユニット／トランスユニット

蓄電池ユニット

電源ランプ（緑） 情報ランプ（赤） 蓄電池ユニットの運転状態

点灯 消灯 運転中

点滅 消灯
パワーセーブモード中
（パワーセーブモードは停電時に消費電力を抑えるモー
ドです）

消灯 点灯 異常が発生し運転できない状態

消灯 点滅 自動復旧が可能な異常や電池の劣化

消灯 消灯 停止状態

通風口

（正面図）

電源ランプ（緑）

情報ランプ（赤）
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各部の名前と働き（つづき）

1 表示部
発電電力やエラーコード、接続されているパワーコン
ディショナの運転状態などを表示します。
≥10 分間操作をしないと消灯します。いずれかのボ
タンを押すと点灯します。

2 状態ランプ
システムの状態を表示します。
j緑色点灯：正常運転
j緑色点滅：ゲートウェイが起動中です。
j赤色点灯 /赤色点滅：異常発生中

j消灯：ゲートウェイに電源が供給されていない状
態

3 運転ランプ
パワーコンディショナの運転状態を表示します。
j緑色点灯：パワーコンディショナが連系運転中
j緑色点滅：パワーコンディショナが手動復帰待ち

の状態
j橙色点灯：パワーコンディショナが自立運転中
j消灯：パワーコンディショナが運転停止中

4 発電ランプ
システムの発電状態を表示します。
j緑色点灯：発電中
j消灯：発電なし

5 充放電ランプ
蓄電池ユニットの運転状態を表示します。
j緑色点灯：放電中
j橙色点灯：充電中
j消灯：充放電なし

6 戻るボタン
ひとつ前の画面に戻ります。

7 ▲ /▼ボタン
表示中の項目の選択に使用します。

8 決定ボタン
表示中の項目の決定に使用します。

9 リセットスイッチ
ペン先等で押してゲートウェイを再起動します。

10USBコネクタ（Type A）
使用しません。

11 ID ラベル
製造番号、ゲートウェイ ID、パスワードが記載され
ています。

ゲートウェイ

（底面図）（正面図）

1 4

5

8

7

9

10

6

2

3

11
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ゲートウェイの基本操作

1 いずれかのボタンを押して表示部を点灯させる
≥メインメニューが表示されます。

2 ▲ /▼ボタンを押してメインメニューを切り替える
≥ゲートウェイの基本画面を「メインメニュー」と呼びます。詳しくは37 ページをお読みください。

▲ボタン

▼ボタン

決定ボタン

決定ボタン

戻るボタン

戻るボタン

決定ボタン

戻るボタン

決定ボタン

戻るボタン

［メインメニュー］
　19 ／ 1 ／ 1　12：00

ウンテンジョウタイ
　レンケイ

ザンリョウ
50　%　

エラー
　ハッセイチュウ

エラー（　1/　3）
　コード：E1－0．0（30）

セッテイ
＞チクデンドウサモード

チクデン
＞チクデンドウサモード

ウンテンキリカエ ウンテンキリカエ
＞テイシシマスカ？  Ye s

▲ボタン▼ボタン

▲ボタン▼ボタン

▲ボタン▼ボタン

▲ボタン▼ボタン

チクデン（ホウデン）
2 . 2　kW　

▲ボタン▼ボタン

▲ボタン▼ボタン

待機画面

蓄電残量画面

▲ボタン▼ボタン

充放電電力画面

▲ボタン▼ボタン

チクデン（ホウデン）
2 . 2　kW　充放電電力画面

▲ボタン▼ボタン

シュカン（ウリ）
1 . 5　kW　売買電力画面※1

▲ボタン▼ボタン

ガイブキキ 1（ギャク）
0 . 8　kW　外部発電画面※1

運転状態画面

エラー状態画面

発生中エラー画面

ユーザ設定メニュー

運転切替の実行画面

設定画面

運転切替画面

メインメニュー
表示部が消灯中 表示部が点灯

［メインメニュー］
　19 ／ 1 ／ 1　12：00

ハツデン
5 . 2　kW　

発電電力画面

≥表示部は10分間操作をしないと消灯します。
≥表示部に がある項目は決定ボタンを押すと、次
の階層に進みます。

※1. ゲートウェイに電力計測ユニットを接続し、
設定した場合に表示します。

セッテイ
＞チクデンドウサモード
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ゲートウェイの基本操作（つづき）

ゲートウェイの基本画面を「メインメニュー」と呼びます。
≥ゲートウェイを起動したり、消灯している表示部を点灯させると、メインメニューが表示されます。また、各種メ
ニュー画面で、戻るボタンを数回押すとメインメニューに戻ります。

メインメニューについて

メインメニュー 画面表示 内容

待機画面 （時刻表示） 現在の日時を表示します。

発電電力画面 ハツデン （システム !B"、 !C"）太陽電池の発電電力を表示します。

充放電電力画面

チクデン
（ジュウデン /
ホウデン /
タイキ）

充放電電力を表示します。

売買電力画面 シュカン
売電 /買電の状態と電力を表示します。
主幹電力を計測するシステムのみ表示します。

外部機器電力画面 ガイブキキ
1～ 3

外部機器の電力を表示します。

外部機器電力を計測するシステムのみ表示します。

蓄電残量画面 ザンリョウ 蓄電池の残量（%）を表示します。

運転状態画面 ウンテンジョ
ウタイ システムの運転状態を表示します。

エラー状態画面 エラー

エラー発生の有無を表示します。
エラーが発生している場合は「ハッセイチュウ」が表示され、決定ボタンを
押すと、「発生中エラー画面」を表示します。
≥発生中エラー画面では、現在発生中のエラーを最大20件表示します。

≥エラーが発生していない場合は「エラーナシ」が表示されます。

設定画面 セッテイ
決定ボタンを押すと、ユーザ設定メニュー（お客様用の設定画面）を表示し
ます。（ 49）

運転切替画面 ウンテンキリ
カエ

決定ボタンを押すと、システムの運転切替の実行画面を表示します。
運転切替の実行画面では、システムの運転停止／再開の操作ができます。
（ 44）

エラー（　1/　3）
　コード：E1－0．0（30）

エラー（　2/　3）
　コード：E3－4．0（30）

▼ボタン ▲ボタン

エラー（　3/　3）
　コード：E2－1．0（30）

▼ボタン ▲ボタン

表示しているエラーコードの順番／発生しているエラーコードの総数

エラーが発生している
パワーコンディショナのユニットNo.
またはエラーの詳細情報番号
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ご使用前の準備

ネットワーク接続とサーバとの通信確認

≥ゲートウェイを有線 LAN経由でインターネットに接続することで、機器（ゲートウェイ、パワーコンディショナ、
PVユニット、蓄電池ユニット）のソフトウェアは自動で更新され、常に最新の状態でご使用いただくことができ
ます。
≥インターネットに接続する前に、同梱のチラシ「本製品のサーバ接続機能およびソフトウェア自動更新サービスに
ついて」をお読みください。
≥本製品には、LANポート付きルータは付属していません。お客様にてご用意ください。
≥インターネット接続の際にかかる通信料やプロバイダ料などは、すべてお客様のご負担となります。
≥ソフトウェア更新には、時間がかかる場合があります。更新が完了するまで、ゲートウェイは使用できません。
≥HEMS コントローラを使用する場合は、HEMS を有効にしてください。（ 65）

≥ネットワークに接続して利用される場合、ご使用前に必ずサーバとの
通信確認を行ってください。サーバとの通信確認はゲートウェイを操
作して行ってください。
≥本システムはゲートウェイをネットワークに接続しなくても利用可能
です。

ネットワーク接続とサーバとの通信確認の目的

▲ボタン

▼ボタン

決定ボタン

戻るボタン

表示部

LANポート付き
ルータ

お客様の端末
（パソコン、タブレット、スマートフォンなど）

インターネット

HEMSコントローラ

遠隔モニタサーバ

ソフト更新
サーバネットワーク接続すると、ソフト

更新データを自動でダウンロード
してアップデートします
（ソフトウェア自動更新サービス）

ネットワーク接続すると、お客様
の端末からシステムの運転状況を
確認したり設定を変更できます
（遠隔モニタリングサービス）

ソフトウェア
更新データ

ソフトウェア
更新データ

ソフトウェア
更新データ

※1. ゲートウェイとルータは無線で接続することも
できます。

※1
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ネットワーク接続とサーバとの通信確認（つづき）

≥ルータの取扱説明書も併せてお読みください。

≥ゲートウェイは DHCP に対応しており、DHCP 対応ルータと接続すると自動で IP アドレスを割り振られます。

DHCP非対応のルータをお使いの場合など、IP アドレスを手動で設定する場合は、62 ページ（無線）または64

ページ（有線）をお読みください。

ゲートウェイとルータ、またはお客様の端末を自動で接続します。
「ムセンモード」（ 63）が「STA モード」に設定されている場合、ゲートウェイとルータを自動で接続します。
「APモード」に設定されている場合は、ゲートウェイとお客様の端末を自動で接続します。（初期値：STAモード）
≥ルータ側の操作は、ルータの取扱説明書をお読みください。

1 （ゲートウェイの表示部が消灯している場合）
ゲートウェイのいずれかのボタンを押して、表示部を点灯させる
≥メインメニュー（ 36）が表示されます。

2 ▲ /▼ボタンで「セッテイ」を選択し、決定ボタンを押す

3 ▲ /▼ボタンで「ムセン LAN」を選択し、決定ボタンを押す

4 ▲ /▼ボタンで「ジドウセツゾク」を選択し、決定ボタンを押す
≥ルータと接続する場合は、ルータを無線接続待機状態にしてください。

5 ▲ /▼ボタンで「Yes」を選択し、決定ボタンを押す
≥「ジドウセツゾク　ジッコウチュウ．．．」が表示されたあとに「ジドウセツ
ゾクOK」が表示されます。

≥戻るボタンを数回押すと、メインメニューに戻ります。

◆接続に失敗する場合、受信レベルが低い場合

≥ゲートウェイとルータまたはお客様の端末との距離を近づけて再度実施してください。
≥「ジドウセツゾク OK」が表示された後にムセンLAN画面（ 49）の表示がレベル1の場合は、安定した通信
ができなくなるおそれがあるため、ゲートウェイとルータとの距離を近づけて使用してください。ゲートウェ
イとルータとの距離が近づけられない場合は、有線 LANでの接続に変更するか、無線 LAN中継器の使用を検
討してください。

1. ネットワークに接続する

無線で接続する

［メインメニュー］
　19 / 9 /12　10 : 10

セッテイ
＞チクデンドウサモード

ムセンＬＡＮ
　ＳＴＡ　（ミセツゾク）

ジドウセツゾク
　

ジドウセツゾク
> ジッコウシマスカ？　Ｙｅｓ
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ネットワーク接続とサーバとの通信確認（つづき）

1 ゲートウェイに接続されている LANケーブルを LANポート付きルータに接続する

≥お客様への引き渡し時にLANケーブルがLANポート付きルータに接続されている場合は、LANケーブルが
ルータに正しく接続されているか確認してください。
≥ LANポート付きルータの取扱説明書も併せてお読みください。
≥ゲートウェイはDHCPに対応しており、DHCP対応ルータと接続すると自動でIPアドレスを割り振られま
す。DHCP 非対応のルータをお使いの場合など、IP アドレスを手動で設定する場合は、64 ページをお読
みください。

無線と有線を同時に利用する場合に、ソフト更新サーバ、遠隔モニタサーバと無線で接続するか有線で接続するか
を設定します。（初期値：無線）

1 （ゲートウェイの表示部が消灯している場合）
ゲートウェイのいずれかのボタンを押して、表示部を点灯させる
? メインメニュー（ 36）が表示されます。

2 ▲ /▼ボタンで「セッテイ」を選択し、決定ボタンを押す

3 ▲ /▼ボタンで「ツウシンサービス」を選択し、決定ボタンを押す

4 ▲ /▼ボタンで「ツウシンケイロ」を選択し、決定ボタンを押す

5 ▲ /▼ボタンで「ムセン」または「ユウセン」を選択し、決定ボタンを押す
≥戻るボタンを数回押すと、メインメニューに戻ります。

有線で接続する

無線と有線を同時に利用する

LANポート付きルータ
LANケーブル

［メインメニュー］
　19 / 9 /12　10 : 10

セッテイ
＞チクデンドウサモード

ツウシンサービス
＞チクデンドウサモード

ツウシンケイロ
　ムセン

ツウシンケイロ
> ユウセン
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ネットワーク接続とサーバとの通信確認（つづき）

下記手順でソフト更新サーバと通信できているか確認してください。

1 （ゲートウェイの表示部が消灯している場合）
ゲートウェイのいずれかのボタンを押して、表示部を点灯させる

≥メインメニュー（ 36）が表示されます。

2 ▲ /▼ボタンで「セッテイ」を選択し、決定ボタンを押す

3 ▲ /▼ボタンで「ツウシンサービス」を選択し、決定ボタンを押す

4 ▲ /▼ボタンで「ソフトジドウコウシン」を選択し、決定ボタンを押す

5 「アリ」が表示されていることを確認し、決定ボタンを押す
≥「ソフトジドウコウシン　ツウシンカクニンチュウ．．．」が表示されたあと

に「ツウシンOK」が表示されます。

≥戻るボタンを数回押すと、メインメニューに戻ります。

2. ソフト更新サーバとの通信確認をする

「ソフトジドウコウシン　NG～～」が表示された場合
1 43 ページの対応を確認する
2 いずれかのボタンを押す
3 再度、手順4～5を行う

［メインメニュー］
　19 / 9 /12　10 : 10

セッテイ
＞チクデンドウサモード

ツウシンサービス
＞チクデンドウサモード

ソフトジドウコウシン
　アリ

ソフトジドウコウシン
＞アリ
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ネットワーク接続とサーバとの通信確認（つづき）

下記手順で遠隔モニタサーバと通信できているかを確認してください。

1 （ゲートウェイの表示部が消灯している場合）
ゲートウェイのいずれかのボタンを押して、表示部を点灯させる

≥メインメニュー（ 36）が表示されます。

2 ▲ /▼ボタンで「セッテイ」を選択し、決定ボタンを押す

3 ▲ /▼ボタンで「ツウシンサービス」を選択し、決定ボタンを押す

4 ▲ /▼ボタンで「エンカクモニタリング」を選択し、決定ボタンを押す

5 「アリ」が表示されていることを確認し、決定ボタンを押す
≥「エンカクモニタリング　ツウシンカクニンチュウ．．．」が表示されたあと

に「ツウシンOK」が表示されます。

≥戻るボタンを数回押すと、メインメニューに戻ります。

お客様の端末（パソコン、タブレット、スマートフォンなど）から遠隔モニタリングサービスの WEB サイトにア

クセスしてください。

ウェブブラウザを起動し、下記URLにアクセスしてください。

≥ご使用前にお客様の ID、ゲートウェイの ID、パスワードの登録が必要になります。登録方法はゲートウェイ
同梱のお客様用「遠隔モニタリングサービス　ご登録にあたって」／「本製品のサーバ接続機能およびソフ
トウェア自動更新サービスについて」をご覧ください。
≥遠隔モニタリングサービスの操作に関するマニュアルは、 WEB サイトにログイン後に参照することができ
ます。

3. 遠隔モニタサーバとの通信確認をする

「エンカクモニタリング　NG～～」が表示された場合
1 43 ページの対応を確認する
2 いずれかのボタンを押す
3 再度、手順4～5を行う

4. お客様の端末から遠隔モニタリングサービスの

WEB サイトにアクセスする

サイト名 内容 アクセス先（URL）

モニタリングサイト ゲートウェイ /パワーコンディショナの蓄電状
況、端末設定に関するWEBサイト https://ctrl.kp-net.com

［メインメニュー］
　19 / 9 /12　10 : 10

セッテイ
＞チクデンドウサモード

ツウシンサービス
＞チクデンドウサモード

エンカクモニタリング
　アリ

エンカクモニタリング
＞アリ
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ネットワーク接続とサーバとの通信確認（つづき）

◆販売店による遠隔モニタリングについて

お客様が保守を販売店に希望され、その販売店がアカウントを所有している場合、お客様が遠隔モニタリングサー
ビスで紐付け登録することにより、その販売店がゲートウェイを遠隔モニタリングできるようになります。紐付
け登録時には販売店の ID、登録電話番号が必要になりますので、販売店にお問い合わせください。

HEMSコントローラを使用する場合は、HEMSを有効にしてください。（ 65）

◆通信確認中に「NG」が表示された場合

ソフト更新サーバまたは遠隔モニタサーバとの通信確認中に「NG」が表示された場合は、下記項目を確認し、再
度通信確認を行ってください。

5.HEMS を有効にする（HEMS コントローラ使用時のみ）

表示内容 対応

NG お買い上げの販売店に相談してください。

NG　LANミセツゾク

無線接続の場合は無線 LAN の電波が届いているか、有線接続の場合は
LANケーブルが接続されているか確認してください。無線接続の場合
は、ゲートウェイとルータとの距離を近づけて接続されるようになる
か確認してください。

NG　サーバエラー
ゲートウェイを接続しているルータからインターネットへアクセスで
きるか確認してください。アクセスはできるが解決しない場合は、お
買い上げの販売店に相談してください。

NG　BUSY ゲートウェイが処理中のため、通信確認が実行できません。数分後に
再度実行してください。
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システムの運転

運転停止／運転再開のしかた

1 メインメニュー（ 36）表示中に▲ / ▼ボタンで「ウンテンキリカエ」
を選び、決定ボタンを押す

2 ▲ /▼ボタンで「Yes」を選択し、決定ボタンを押す
≥「ジッコウチュウ ...」の表示後に、システムが運転を停止します。

3 戻るボタンを押して、メインメニューに戻る

4 ▲ /▼ボタンで「ウンテンジョウタイ」を選択し、運転が切り替わって
いることを確認する

1 メインメニュー（ 36）表示中に▲ / ▼ボタンで「ウンテンキリカエ」
を選び、決定ボタンを押す

2 ▲ /▼ボタンで「Yes」を選択し、決定ボタンを押す
≥「ジッコウチュウ ...」の表示後に、システムが運転を開始します。

3 戻るボタンを押して、メインメニューに戻る

4 ▲ /▼ボタンで「ウンテンジョウタイ」を選択し、運転が切り替わって
いることを確認する

≥システムは自動で連系運転を継続しますので、日常での運転停止／運転
再開の切り替えは不要です。
手動でシステムの運転停止 / 再開をする場合は、下記操作で行ってくだ
さい。
≥長時間の運転停止は行わないでください。運転停止状態が長時間続く
と、蓄電池ユニットが完全放電し、蓄電池ユニットが使用できなくなる
場合があります。

運転を停止する

運転を再開する

▲ボタン

▼ボタン

決定ボタン

戻るボタン

表示部

ウンテンキリカエ
＞チクデンドウサモード

ウンテンキリカエ
＞テイシシマスカ？　Yes

ウンテンキリカエ
　ジッコウチュウ . . .

ウンテンキリカエ
＞チクデンドウサモード

ウンテンジョウタイ
＞テイシ

ウンテンキリカエ
＞チクデンドウサモード

ウンテンキリカエ
＞カイシシマスカ？　Yes

ウンテンキリカエ
　ジッコウチュウ . . .

ウンテンキリカエ
＞チクデンドウサモード

ウンテンジョウタイ
＞レンケイ
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停電時・復電時の運転について

停電などで電力会社からの電力供給が停止すると、自動で連系運転から自立運転に切り替わるため、お客様での切
り替え操作は必要ありません。
ゲートウェイを操作し、メインメニューの「ウンテンジョウタイ」で「ジリツ」と表示されているか確認してくだ

さい。（ 36）

≥（システム !A"-2）ソーラーパワーコンディショナの自立運転への切り替えについては、ソーラーパワーコンディ

ショナの取扱説明書をお読みください。

◆補足情報

ゲートウェイについて
≥自立運転中は、ゲートウェイの状態ランプが緑色、運転ランプが橙色に
点灯します。充放電ランプは充電中は橙色、放電中は緑色に点灯します。

停電時（自立運転への自動切り替え）

≥ 停電時の電力供給元（蓄電池ユニット／太陽電池）と電力供給先（使用できる電気製品）はお使いのシステム
によって異なります。31 ページをお読みください。
≥ 停電時に使用できる電気製品を事前に確認しておいてください。（ 23, 25）

停電

商用系統

商用系統

太陽電池
（太陽光発電ありシステムのみ）

太陽電池
（太陽光発電ありシステムのみ）

電力供給再開

蓄電池
通常時（連系運転）

停電発生後、約5秒後に自動で自立運転に切り替わります。

連系運転から自立運転への自動切り替えイメージ

停電時（自立運転）

電力供給
電力供給ご家庭の電気製品

ご家庭の電気製品

蓄電池

状態 運転 発電 充放電
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停電時・復電時の運転について（つづき）

蓄電池について
≥蓄電池ユニットの過放電防止のため、停電時は規定の蓄電残量になると放電を停止します。その後、蓄電残
量が規定の量まで充電されると放電を再開します。蓄電池が放電停止 /再開を行う蓄電残量は以下の通りで
す。

蓄電残量 6%で放電を停止、蓄電残量が「システム !A" -2」は 7%以上、「システム !B"、 !C"」は 16%
以上まで充電されると、放電を再開

蓄電残量9%で放電を停止、蓄電残量が「システム !A" -2」は 10%以上、「システム !B"、!C"」は19%
以上まで充電されると、放電を再開

≥「SOCカゲン 」（ 55）を 20%以下に設定すると、停電時に電気をすぐに使用できない場合があります。
≥停電発生時に上記の放電を再開する蓄電残量（規定値）を下回っていた場合、蓄電池ユニットからの放電は
太陽光発電の余剰電力で規定値まで充電した後に開始します。

◆システム !A" -1、!A" -2、!B"（特定負荷用分電盤ありシステム）の場合

≥特定負荷用分電盤または特定負荷用コンセントには、突然停止しても安全性に問題がない電気製品を接続して
ください。下記の電気製品は特定負荷用分電盤または特定負荷用コンセントに接続しないでください。
j すべての医療機器

j 灯油やガスを用いる冷暖房機器やヒータを持つ機器

j デスクトップパソコンなどのバッテリを持たない情報機器

j その他、途中で止まると生命や財産に損害を及ぼす機器

≥特定負荷用分電盤または特定負荷用コンセントに接続している電気製品の合計消費電力は、2000VA以下（AC
100V で最大 20A 以下）になるようにしてください。
≥蓄電池ユニットの電池残量や太陽光発電の発電量（システム !A" -2、!B"）などにより2000VA の電力が供給
されない場合があります。
≥電気製品によっては定格のワット数（W）以上の電力（VA）を消費するものがあります。そのため、定格の
ワット数（W）が「2000」以下であっても使えない場合があります。
≥特定負荷用分電盤または特定負荷用コンセントに接続する電気製品を安定してお使いいただくため、また停電
時により長い時間お使いいただくため、接続する電気製品の合計電力（W）は 500W 程度に抑えることをお
勧めします。
≥停電時に万一、特定負荷用コンセントに接続した電気製品が使えない場合は、特定負荷用コンセントから外し
てください。
≥停電時に万一、特定負荷用分電盤に接続した電気製品が使えない場合は、電気製品が接続されている分岐ブレー
カを「オフ」にしてください。
≥蓄電池の電池残量が残り少なく、放電できない場合は、表示部に「C9-3.0」（放電停止SOC到達）が表示され
ます。蓄電池の電池残量が0%になると、表示部に「C9-1.0」（蓄電残量低下 (停電時 )）が表示され、約30
分後にシステムの電源が切れ、待機状態になります。（パワーセーブモード）
≥システムの電源が切れた場合は、復電後に再起動します。長期に渡ってシステムの電源が切れた場合は、再起
動後に日時設定画面が表示されます。（ 67）日時を設定してください。

停電時に使用する場合のご注意

蓄電池9.8kWh

蓄電池6.5kWh
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停電時・復電時の運転について（つづき）

◆システム !C"（全負荷用分電盤ありシステム）の場合

≥全負荷用分電盤－主分電盤には、同時に使用する電気製品の合計消費電力が、最大片相2000VA、両相
4000VAを超えないようにしてください。最大消費電力の合計が上記を超える場合は、使用する電気製品を
減らしてください。
≥蓄電池ユニットの電池残量や太陽光発電の発電量などにより4000VA の電力が供給されない場合がありま
す。
≥電気製品によっては定格のワット数（W）以上の電力（VA）を消費するものがあります。そのため、定格の
ワット数（W）が「4000」以下であっても使えない場合があります。
≥蓄電池の電池残量が残り少なく、放電できない場合は、表示部に「C9-3.0」（放電停止SOC到達）が表示され
ます。蓄電池の電池残量が0%になると、表示部に「C9-1.0」（蓄電残量低下 (停電時 )）が表示され、約30
分後にシステムの電源が切れ、待機状態になります。（パワーセーブモード）
≥システムの電源が切れた場合は、復電後に再起動します。長期に渡ってシステムの電源が切れた場合は、再起
動後に日時設定画面が表示されます。（ 67）日時を設定してください。

44 ページに記載している「運転停止／運転再開のしかた」の操作で停止させてください。
≥自立運転の停止中に復電した場合は、自動で連系運転に切り替わりません。再度「運転停止／運転再開のしかた」
（ 44）の操作で運転を再開し、連系運転に切り替えてください。

掃除機や冷蔵庫など、電流が急激に流れる機器を使用すると、保護機能が働いて運転が停止することがあります。
運転が停止した場合は、特定負荷用分電盤または全負荷用分電盤－主分電盤に接続している機器の一部を停止し、消
費電力を少なくしてください。
≥（システム !A" -2）

j ソーラーパワーコンディショナの運転が停止した場合は、ソーラーパワーコンディショナの取扱説明書
をお読みになり、運転を再開させてください。

j「テイデンジモード」の設定が「タイヨウコウキュウデン」もしくは「ジドウ」に設定している場合
（ 59）は、「テイデンジジュウデン」の設定を小さな値に変更してください。（ 60）

上記を実行すると数分後に自動で自立運転を再開します。
自動で自立運転を再開しない場合は、44 ページに記載している「運転停止／運転再開のしかた」の操作で一旦停止
させて、再度運転させてください。

自立運転を停止させるには

自立運転が自動的に停止した場合は
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停電時・復電時の運転について（つづき）

復電すると自動で自立運転から連系運転に切り替わるため、お客様での切り替え操作は必要ありません。
ゲートウェイを操作し、メインメニューの「ウンテンジョウタイ」で「レンケイ」と表示されているか確認してく

ださい。（ 36）

≥（システム !A"-2）ソーラーパワーコンディショナの連系運転への切り替えについては、ソーラーパワーコンディ

ショナの取扱説明書をお読みください。

◆補足情報

ゲートウェイについて
≥連系運転中は、ゲートウェイの状態ランプ、運転ランプが緑色に点灯し
ます。充放電ランプは充電中は橙色、放電中は緑色に点灯します。

復電時（連系運転への自動切り替え）

電力供給

電力供給再開
復電

停電

商用系統

商用系統

太陽電池
（太陽光発電ありシステムのみ）

蓄電池

自立運転から連系運転への自動切り替えイメージ

停電時（自立運転）

太陽電池
（太陽光発電ありシステムのみ）

ご家庭の電気製品

ご家庭の電気製品

蓄電池

復電後、最大5分程度で自動的に連系運転に切り替わります。

連系運転開始

状態 運転 発電 充放電
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設定

ユーザ設定メニューの使い方
ゲートウェイに表示されるお客様用の設定画面を「ユーザ設定メニュー」と呼びます。

≥ゲートウェイの表示部が消灯している場合は、いずれかのボタンを押して表示部

を点灯させてください。

≥数値にカーソルが当たっている状態で▲/▼ボタンを長押しすると、数値が高速で

増減します。

≥メニューを選択した後は、数秒間メニュー番号（例：UP、UP01など）が表示されます。

1 メインメニュー（ 36）表示中に、▲ /▼ボタンで「セッテイ」を選択し、決定ボタンを押す

2 ▲ /▼ボタンで希望の設定項目（トップメニュー）を選択し、決定ボタンを押す
3 ▲ /▼ボタンで希望の設定項目（サブメニュー）を選択し、決定ボタンを押す

≥サブメニューが無い場合は、設定変更画面が表示され、設定値を変更することができます。

4 ▲ /▼ボタンで希望の設定値を選択し、決定ボタンを押す

▲ボタン

▼ボタン

決定ボタン

戻るボタン

表示部

セッテイ
＞チクデンドウサモード

ユウセンLAN
＞チクデンドウサモード

IP アドレスシュトク
　ジドウ

ツウシンサービス
＞チクデンドウサモード

HEMS
　ナシ

ジコク
　19 ／ 1 ／ 1　12：00

ジコク
＞19 ／ 1 ／ 1　12：00

メインメニュー

（設定変更画面）

I P アドレス
　＊＊＊ .  ＊＊＊ .  ＊＊＊ .  ＊＊＊

ソフトジドウコウシン
　アリ

チクデン
＞チクデンドウサモード

チクデン
　>Un i t　30　 (　1 /　1 )

チクデンドウサモード
　ケイザイ

ユーザ設定メニュー
（トップメニュー）

（サブメニュー）
決定ボタン

戻るボタン

戻るボタン

戻るボタン

戻るボタン

決定ボタン

決定ボタン戻るボタン

決定ボタン

戻るボタン

戻るボタン

決定ボタン

戻るボタン

決定ボタン

戻るボタン

戻るボタン

▲ボタン▼ボタン

▲ボタン▼ボタン

▲ボタン▼ボタン

▲ボタン▼ボタン

▲ボタン▼ボタン

ムセンLAN
STA（レベル 3）

ジドウセツゾク
　ジドウ

セツゾクサキ
　＊＊＊ .  ＊＊＊ .  ＊＊＊

戻るボタン 決定ボタン

戻るボタン

戻るボタン

▲ボタン▼ボタン

▲ボタン▼ボタン

▲ボタン▼ボタン
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ユーザ設定メニューの使い方（つづき）

ユーザ設定メニュー一覧

トップメニュー サブメニュー
内容メニュー

番号 メニュー名 メニュー
番号 メニュー名

UP チクデン
（ 52）

UP01 チクデンドウサモード 蓄電システムの動作モードを設定しま
す。

UP11 SOCカゲン 蓄電残量（SOC) の下限を設定します。

UP12 SOCジョウゲン 充電時間帯の蓄電残量の上限を設定しま
す。

UP21 ジュウデンジカンタイ 充放電の開始時刻と終了時刻を設定しま
す。UP22 ホウデンジカンタイ

UP23 ホウデンヨウビ 放電する曜日を設定します。

UP31 ケイヤクアンペア 電力会社と契約しているブレーカのアン
ペアを設定します。

UP41 テイデンジモード システム !A"-2 で、停電時の給電方法を
設定します。

UP42 テイデンジジュウデン
システム !A"-2 で、停電時に太陽光発電
から蓄電池へ充電する電力を設定しま
す。

UP51 チクデンチシンダンビ 蓄電池診断（ 69）を実施する日を表示
します。

UP61 SOCカゲン（ガイブ） 使用しません。

UW ムセン LAN
（ 61）

UW01 ジドウセツゾク

「ムセンモード」が「AP モード」に設定
されている場合、ゲートウェイとお客様
の端末を自動で接続します。
「ムセンモード」が「STA モード」に設
定されている場合、ゲートウェイとルー
タを自動で接続します。

UW02 セツゾクサキ

「ムセンモード」が「AP モード」に設定
されている場合、ゲートウェイのSSID、
パスワードを表示します。
「ムセンモード」が「STA モード」に設
定されている場合、接続先 SSID を表示
／変更します。

UW11 LAN

IP アドレスの取得方法、IP アドレス※、
サブネットマスク※、デフォルトゲート
ウェイ※、DNS サーバ※の設定値を表示
／変更します。
§ 設定値は「IP アドレスシュトク」が
「シュドウ」に設定されている場合のみ
変更することができます。

UW21 ショウサイ

周波数帯とチャンネルの設定値を表示／
変更します。
≥「ムセンモード」が「AP モード」に設
定されている場合のみ表示されます。

UW91 ムセンモード 無線モードを表示／変更します。
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ユーザ設定メニューの使い方（つづき）

トップメニュー サブメニュー
内容メニュー

番号 メニュー名 メニュー
番号 メニュー名

UL
ユウセン
LAN
（ 64）

UL01 IPアドレスシュトク IP アドレスの取得方法（自動／手動）を
設定します。

UL11 IPアドレス IP アドレス、サブネットマスク、デフォ
ルトゲートウェイ、DNSサーバの設定値
を表示／変更します。
≥設定値は「IP アドレスシュトク」が
「シュドウ」に設定されている場合の
み変更することができます。

UL12 サブネットマスク
UL13 デフォルトゲートウェイ

UL14 DNSサーバ

US
ツウシン
サービス
（ 65）

US01 HEMS HEMSの有効 /無効を設定します。

US11 ソフトジドウコウシン ソフトウェア自動更新サービスの有効 /
無効を設定します。

US12 エンカクモニタリング 遠隔モニタリングサービスの有効 / 無効
を設定します。

US91 ツウシンケイロ

無線LANと有線LANを同時に使用する
場合のソフト更新サーバ、遠隔モニタ
サーバとの通信方法（無線 / 有線）を表
示 /設定します。

US92 HEMSネットワーク HEMSのネットワークとの接続方法（有
線 /無線）を表示 /設定します。

UT ジコク
（ 67） ― ゲートウェイの日時を設定します。
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ユーザ設定メニューの使い方（つづき）

本システムは蓄電池に電力を充電し、日常、または非常時にご家庭の電力として使用することができます。
本システムでは以下の6つの蓄電動作モードを設定することができます。

◆通常運転時

お客様の生活スタイルや環境に合わせて下記の3つの中から、最適な動作モードを選択することができます。 
( 下記イラストは各蓄電動作モードの動作イメージです。天候や設定などの条件により変わります )

※ 1. 初期値です。蓄電残量の下限は変更できます。（ 55）

蓄電設定の変更のしかた（［UP] チクデン）

蓄電動作モードについて

経済モード

電気料金の安い深夜時間帯に蓄電残量が 100%になるまで充電し、蓄電残量が30％※1になるまで使用できます。

安心モード

電気料金の安い深夜時間帯に蓄電残量が 100% になるまで充電し、蓄電残量が 50％※ 1 になるまで使用で
きます。残りの電力は停電に備えて残しておきます。

蓄
電
池
の
状
態

買電 買電自家消費

充電 充電待機 放電 待機 放電

余剰電力→ 売電

消費電力

昼 夜 深夜深夜 朝

自家消費（太陽光発電電力を消費）

太陽電池の
発電電力

昼は余剰電力
を売電

夕方は蓄電池
から放電

夜間は割安な料金
で蓄電池に充電

夜間は割安な料金
で蓄電池に充電

朝は蓄電池から
放電

太陽電池の
発電電力

蓄
電
池
の
状
態

買電 買電

充電待機 待機放電

余剰電力→ 売電

消費電力

昼 夜 深夜深夜 朝

自家消費（太陽光発電電力を消費）

昼は余剰電力を売電 蓄電残量を確保して、放電を停止

自家消費

夜間は割安な料金
で蓄電池に充電

夕方は蓄電池から放電

充電 待機 放電

夜間は割安な料金
で蓄電池に充電

朝は蓄電池から
放電
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ユーザ設定メニューの使い方（つづき）

※1. 初期値です。蓄電残量の下限は変更できます。（ 55）

◆非常時や保守時（通常時は使用しませんので、設定しないようにしてください）

グリーンモード

太陽光発電ありシステムで、太陽光発電の余剰電力を充電することができるモードです。
蓄電残量が30％※1 になるまで使用できます。
≥「SOCジョウゲン」の設定（ 56）を 0%に設定した場合は、夜間も蓄電池から放電します。0%以外に設
定した場合は夜間充電します。

強制充電モード

計画停電に備えるなど、蓄電池ユニットを満充電の状態にしておきたい場合に設定します。強
制充電モードにすると、時間帯に関わらず、満充電になるまで充電します。
≥（システム !A"-1 の場合（太陽光発電なしシステムの場合））
電力会社からの買電電力で充電します。
≥（システム !A"-2、 !B"、 !C"の場合（太陽光発電ありシステムの場合））
太陽光発電中（昼間など）は太陽光発電の発電電力で充電します。
発電電力が余る場合は、ご家庭で消費します。さらに余る場合は、売電されます。
太陽光発電していないとき（夜間など）や太陽光発電の電力が不足する場合は、電力会社か
らの買電電力で充電します。

強制放電モード

引っ越しや交換で蓄電池ユニットを移動させるときなど、事前に強制放電したい場合に設定
します。強制放電モードにすると、蓄電残量が30％になるまで放電します。
≥ご家庭の電気製品は、蓄電電力および買電電力を使って動きます。蓄電電力で不足する電力
は電力会社から買います。（不足していない場合でも、商用系統に逆流しないように約
0.1kW を買電します。）
≥（システム !A"-2 の場合）
太陽光発電の発電電力がご家庭の電気製品の消費電力より大きい場合は、放電しません。
≥（システム !B"、 !C"の場合）
強制放電中は、蓄電池ユニットの放電が優先されるため、太陽電池の発電電力は使用できません。
≥ 強制放電が終了するまでの時間は、ご家庭の消費電力状況により変わります。ご家庭の消費電力を増やすこ
とで、放電を促進することができます。
（ITC-SSBU98使用時）消費電力のめやす4000W／約1時間30分で強制放電が完了
（ITC-SSBU65使用時）消費電力のめやす2500W／約1時間30分で強制放電が完了

蓄
電
池
の
状
態

充電待機 待機放電 放電

買電 自家消費自家消費

自家消費（太陽光発電電力を消費）電力会社から買電

余剰電力→ 充電

消費電力

昼 夜 深夜深夜 朝

売電満充電
後は

夜間も蓄電池
から放電
設定で夜間充電
することも可能

夕方は蓄電池
から放電昼は余剰電力

を充電
夜間も蓄電池
から放電

太陽電池の
発電電力
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定

ユーザ設定メニューの使い方（つづき）

システムの動作モードを設定します。

≥蓄電動作モードについて詳しくは52 ページをお読みください。

≥通常は「ケイザイ」/「グリーン」/「アンシン」のいずれかに設定してください。

≥「キョウセイジュウデン」/「キョウセイホウデン」/「タイキ」は非常時や保守時のモードです。通常は設定しな

いでください。

1 ユーザ設定メニュー（トップメニュー）の「チクデン」を選択し、決定
ボタンを押す（ 49）

≥パワーコンディショナのユニットNo. を表示します。

2 決定ボタンを押す

3 ▲ /▼ボタンで「チクデンドウサモード」を選び、決定ボタンを押す

4 ▲ /▼ボタンで設定値を選び、決定ボタンを押す

※ 1.（システム !A"-1 の場合（太陽光発電なしシステムの場合））

グリーンモードに設定しないでください。

※ 2.非常時や保守時に設定するモードです。通常は設定しないでください。

≥戻るボタンを数回押すと、メインメニューに戻ります。

待機モード
蓄電池ユニットが待機状態になり、このモードに設定している間、充電・放電しません。
≥強制充電モードで充電が完了した場合や強制放電モードで放電が完了した場合に、待機モー
ドに切り替わります。

蓄電動作モードの変更のしかた（［UP01］チクデンドウサモード）

設定値
ケイザイ / グリーン※ 1/ アンシン / キョウセイジュウデン※ 2/
キョウセイホウデン※2/ タイキ※2

チクデン
＞チクデンドウサモード

チクデン
＞Un i t　30　 (　1 /　1 )

チクデンドウサモード
　ケイザイ

チクデンドウサモード
> ケイザイ
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定

ユーザ設定メニューの使い方（つづき）

停電に備えて、「チクデンドウサモード」（ 54）で選んだモードのSOC下限（放電できる蓄電残量の下限）を設
定します。設定した蓄電残量まで放電すると、蓄電池ユニットは放電を停止します。
≥システムの自己消費分は蓄電池から放電するため、設定したSOC下限を下回る場合があります。

1 ユーザ設定メニュー（トップメニュー）の「チクデン」を選択し、決定
ボタンを押す（ 49）

≥パワーコンディショナのユニットNo. を表示します。

2 決定ボタンを押す

3 ▲ /▼ボタンで「SOCカゲン」を選択し、決定ボタンを押す

4 ▲ /▼ボタンで設定値を選び、決定ボタンを押す

≥蓄電池ユニットの過放電防止のため、停電時は規定の蓄電残量になると放電を停止します。その後、蓄電残量
が規定の量まで充電されると放電を再開します。蓄電池が放電停止 /再開を行う蓄電残量は以下の通りです。

蓄電残量 6%で放電を停止、蓄電残量が「システム !A" -2」は 7%以上、「システム !B"、 !C"」は 16%
以上まで充電されると、放電を再開

蓄電残量9%で放電を停止、蓄電残量が「システム !A" -2」は 10%以上、「システム !B"、!C"」は19%
以上まで充電されると、放電を再開
≥停電発生時に上記の放電を再開する蓄電残量（規定値）を下回っていた場合、蓄電池ユニットからの放電は
太陽光発電の余剰電力で規定値まで充電した後に開始します。
≥「SOCカゲン」の設定を20%以下に設定した場合、停電時に電気をすぐに使用できない場合があります。停
電時に電気を使用したい場合は、余裕を持った設定にしてください。
経済モード時、グリーンモード時の初期値は30%であり、停電時に電気を使用できるようにしています。
≥戻るボタンを数回押すと、メインメニューに戻ります。

SOC（State Of Charge） 下限の設定のしかた（［UP11］SOC カゲン）

【例：SOC下限を50％に設定した場合】

蓄電残量が50％になるまでは、太陽光発電の発電電力やご

家庭の消費電力に合わせて放電します。蓄電残量が50％に

なると放電を停止し、充放電時刻設定で設定した充電時間帯

になるまで待機状態になります。

蓄電動作モード 選択できる設定値
経済モード時
グリーンモード時

100％/90％/80％/70％/60％/50％/
40％/30％（初期値）/20％/10％/0％

安心モード時
100％/90％/80％/70％/60％/50％（初
期値）/40％/30％/20％/10％/0％

残量50％
（SOC下限）

放電停止

・・・

放電 充電

待機
50％まで
放電

充電時間帯

チクデン
＞チクデンドウサモード

チクデン
＞Un i t　30　 (　1 /　1 )

ＳＯＣカゲン
　0%

ＳＯＣカゲン
>30%

蓄電池9.8kWh

蓄電池6.5kWh
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ユーザ設定メニューの使い方（つづき）

◆蓄電残量と停電時の電気製品の使用時間のめやす

※1.（システム !A"-1（太陽光発電なしシステム）の場合）
蓄電池ユニットが新品の場合の数値です。
（システム !A"-2、 !B"、 !C"（太陽光発電ありシステム）の場合）
蓄電池ユニットが新品で、太陽電池の発電電力を使用しない場合（夜間など）の数値です。

「チクデンドウサモード」（ 54）を「グリーンモード」に設定している場合に、充電時間帯の蓄電残量の上限を設

定します。

1 ユーザ設定メニュー（トップメニュー）の「チクデン」を選択し、
決定ボタンを押す（ 49）

≥パワーコンディショナのユニットNo. を表示します。

2 決定ボタンを押す

3 ▲ /▼ボタンで「SOCジョウゲン」を選び、決定ボタンを押す

4 ▲ /▼ボタンで設定値を選び、決定ボタンを押す

※1. 0％に設定すると充電時間帯に充電を行いません。

≥戻るボタンを数回押すと、メインメニューに戻ります。

蓄電池ユニット 蓄電残量 電気製品の消費電力 使用可能時間
ITC-SSBU98 50％ 1000VA 約 3.5時間※1

ITC-SSBU65 50％ 1000VA 約 2.2時間※1

充電時間帯の SOC 上限の設定のしかた（［UP12］SOC ジョウゲン）

設定値

50％/40％/30％/20％/10％/0％※ 1（初期値）

チクデン
＞チクデンドウサモード

チクデン
＞Un i t　30　 (　1 /　1 )

SOC ジョウゲン
　0%

SOC ジョウゲン
>30%

蓄電池9.8kWh 蓄電池6.5kWh
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定

ユーザ設定メニューの使い方（つづき）

蓄電池の充電する時間帯と放電する時間帯を設定できます。

下記のように、深夜 / 日中 / 朝夕と 3つの時間帯に分かれた電気料金プランの場合、料金の割安な深夜に充電時間

帯、割高な日中に放電時間帯を設定すれば、電気料金を抑えて、効率よく充放電することができます。

≥「チクデンドウサモード」（ 54）を「グリーンモード」に設定し、「SOC ジョウゲン」の設定（ 56）を「0

％」に設定している場合は、充電時間帯であっても、充電されません。

≥充電時間帯は８時間以上に設定することを推奨します。氷点下の場合は、充電時間帯が8時間以上であっても、

満充電まで充電されない場合があります。

≥「ホウデンジカンタイ」の設定は「チクデンドウサモード」（ 54）が「ケイザイ」、「アンシン」のときのみ有効です。

≥充電する時間帯と放電する時間帯が重ならないように設定してください。時間帯が重なっている場合は、充電を優

先します。

1 ユーザ設定メニュー（トップメニュー）の「チクデン」を選択し、
決定ボタンを押す（ 49）

≥パワーコンディショナのユニットNo. を表示します。

2 決定ボタンを押す

3 ▲ /▼ボタンで「ジュウデンジカンタイ」を選び、決定ボタンを押す

充放電の時間帯の設定のしかた
（［UP21］ジュウデンジカンタイ /［UP22］ホウデンジカンタイ）

23:00

08:00

10:00

17:00

深夜の割安な料金
時間帯に充電

日中の割高な料金
時間帯に放電 蓄電池ユニット

の充放電停止

蓄電池ユニット
の充放電停止

時間帯区分

例：「チクデンドウサモード」を「ケイザイ」に、
充電時間帯を 23:00～8：00に、
放電時間帯を10：00～ 17：00に設定
した場合

≥ 充電時間帯は、ご契約されている電力会社の深夜電力時間帯（電気料金が安い時間帯）に合わせて設定してください。

≥ 時間帯別の電気料金については、ご契約されている電力会社ホームページをご確認ください。

≥ 充電開始時刻から約 10 分間、システムの自己診断のため、蓄電池ユニットの充放電が停止します。（蓄電池ユ

ニットから「カチッ」という音がし、蓄電池ユニットのランプの点灯確認動作を行います。）約 10 分経過後よ

り、実際に充電が開始されます。

チクデン
＞チクデンドウサモード

チクデン
＞Un i t　30　 (　1 /　1 )

ジュウデンジカンタイ
　23 : 00 -  5 : 00
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ユーザ設定メニューの使い方（つづき）

4 充電時間帯を設定する
≥▲ /▼ボタンで数字が増減します。

≥決定ボタンで次の数字にカーソルが移動します。

≥戻るボタンで前の数字にカーソルが戻ります。

≥最後のカーソルで、決定ボタンを押すと設定が確定します。

5 ▲ /▼ボタンで「ホウデンジカンタイ」を選び、決定ボタンを押す

6 放電時間帯を設定する
≥▲ /▼ボタンで数字が増減します。

≥決定ボタンで次の数字にカーソルが移動します。

≥戻るボタンで前の数字にカーソルが戻ります。

≥最後のカーソルで、決定ボタンを押すと設定が確定します。

≥戻るボタンを数回押すと、メインメニューに戻ります。

蓄電池の放電する曜日を設定します。

電力会社の料金プランには、休日の電気料金が一日中割安になるというプランがあり、そのようなプランを契約し

ている場合には、休日に放電しない設定にすることができます。

≥「ホウデンヨウビ」の設定は、「チクデンドウサモード」（ 54）が「ケイザイ」「アンシン」のときのみ有効です。

1 ユーザ設定メニュー（トップメニュー）の「チクデン」を選択し、
決定ボタンを押す（ 49）

≥パワーコンディショナのユニットNo. を表示します。

2 決定ボタンを押す

3 ▲ /▼ボタンで「ホウデンヨウビ」を選び、決定ボタンを押す

4 放電する曜日を設定する
≥▲ /▼ボタンで放電しない曜日を「--」、放電する曜日を曜日表示

（Su/Mo/Tu/We/Th/Fr/Sa）に設定します。

≥決定ボタンで次の曜日選択にカーソルが移動します。

≥戻るボタンで前の曜日選択にカーソルが戻ります。

≥最後のカーソルで、決定ボタンを押すと設定が確定します。

≥戻るボタンを数回押すと、メインメニューに戻ります。

放電する曜日の設定のしかた（［UP23］ホウデンヨウビ）

ジュウデンジカンタイ
>22 : 00 -  6 : 00

ホウデンジカンタイ
　  5 : 00 - 23 : 00

ホウデンジカンタイ
>  6 : 00 - 22 : 00

チクデン
＞チクデンドウサモード

チクデン
＞Un i t　30　 (　1 /　1 )

ホウデンヨウビ
　SuMoTuWeTh F r S a

ホウデンヨウビ
＞ - - MoT uWeTh F r - -

例）月、火、水、木、金曜
日に設定する場合
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ユーザ設定メニューの使い方（つづき）

電力会社と契約しているブレーカのアンペアを設定します。

1 ユーザ設定メニュー（トップメニュー）の「チクデン」を選択し、
決定ボタンを押す（ 49）

≥パワーコンディショナのユニットNo. を表示します。

2 決定ボタンを押す

3 ▲ /▼ボタンで「ケイヤクアンペア」を選び、決定ボタンを押す

4 ▲ /▼ボタンで設定値を選び、決定ボタンを押す

≥戻るボタンを数回押すと、メインメニューに戻ります。

システム !A"-2 で、停電時の給電方法を設定します。

≥システム !A"-2 以外でも設定可能ですが機能しません。
システム !A"-1 の場合は、「タイヨウコウキュウデン」には設定しないでください。停電時に蓄電池からの給電が
できなくなります。

1 ユーザ設定メニュー（トップメニュー）の「チクデン」を選択し、
決定ボタンを押す（ 49）

≥パワーコンディショナのユニットNo. を表示します。

2 決定ボタンを押す

3 ▲ /▼ボタンで「テイデンジモード」を選び、決定ボタンを押す

契約アンペアの設定のしかた（［UP31］ケイヤクアンペア）

契約アンペアは、必ず電力会社と契約しているアンペア数に合わせて設定してください。

間違って設定すると、主幹漏電ブレーカが動作したり、満充電まで充電されない場合があります。

設定値
10A/15A/20A/30A/40A（初期値）/50A/60A/
80A(8kVA)/100A(10kVA)/120A(12kVA)/
150A(15kVA)/200A(20kVA)/250A(25kVA)/
300A(30kVA)/350A(35kVA)/400A(40kVA)/
450A(45kVA)/500A(50kVA)/600A(60kVA)

停電時の給電方法の切り替え方（［UP41］テイデンジモード）

チクデン
＞チクデンドウサモード

チクデン
＞Un i t　30　 (　1 /　1 )

ケイヤクアンペア
　40　A

ケイヤクアンペア
>50　A

チクデン
＞チクデンドウサモード

チクデン
＞Un i t　30　 (　1 /　1 )

テイデンジモード
　ジドウ
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ユーザ設定メニューの使い方（つづき）

4 ▲ /▼ボタンで設定値を選び、決定ボタンを押す

≥戻るボタンを数回押すと、メインメニューに戻ります。

システム !A"-2 で、停電時の蓄電池への充電電力を設定します。充電電力は太陽電池の発電電力を使用します。

≥「テイデンジモード」の設定が「ジドウ」または「タイヨウコウキュウデン」に設定されている必要があります。

（ 59）

≥システム !A"-2 以外でも設定可能ですが機能しません。

1 ユーザ設定メニュー（トップメニュー）の「チクデン」を選択し、
決定ボタンを押す（ 49）

≥パワーコンディショナのユニットNo. を表示します。

2 決定ボタンを押す

3 ▲ /▼ボタンで「テイデンジジュウデン」を選び、決定ボタンを押す

4 ▲ /▼ボタンで設定値を選び、決定ボタンを押す

≥戻るボタンを数回押すと、メインメニューに戻ります。

設定値 説明

ジドウ（自動）（推奨） 「チクデンチキュウデン」または「タイヨウコウキュウデン」を自動で選択し
給電します。

チクデンチキュウデン
（蓄電池給電） 蓄電池に貯めた電力を給電します。

タイヨウコウキュウデン
（太陽光給電） 太陽電池の発電電力を給電します。

停電時の充電電力の設定のしかた（［UP42］テイデンジジュウデン）

テイデンジモード
> ジドウ

設定値
ジドウ（初期値）/0W/200W/500W/1000W/1500W

チクデン
＞チクデンドウサモード

チクデン
＞Un i t　30　 (　1 /　1 )

テイデンジジュウデン
　ジドウ

テイデンジジュウデン
>200　W

5830056-4 A_KPBP-A_IT_取扱説明書 .book  60 ページ  ２０２５年４月８日　火曜日　午後２時２９分



61

設
定

ユーザ設定メニューの使い方（つづき）

無線 LAN設定の状態を確認したり、設定を変更することができます。（通常は変更する必要はありません。）

ゲートウェイとルータ、またはお客様の端末を自動で接続します。
操作方法については 39 ページをお読みください。

◆接続に失敗する場合、受信レベルが低い場合
≥ゲートウェイとルータまたはお客様の端末との距離を近づけて再度実施してください。
≥ルータとの接続設定完了後のムセンLAN画面の表示がレベル1の場合は、安定した通信ができなくなるおそれ
があるため、ゲートウェイとルータとの距離を近づけて使用してください。
ゲートウェイとルータとの距離が近づけられない場合は、有線 LANでの接続に変更するか、無線 LAN中継器
の使用を検討してください。

接続先（SSID・パスワード）を変更する場合に下記手順を行ってください。

1 ユーザ設定メニュー（トップメニュー）の「ムセンLAN」を選択し、決
定ボタンを押す（ 49）

2 ▲ /▼ボタンで「セツゾクサキ」を選び、決定ボタンを押す

3 ▲ /▼ボタンで「SSID」を選び、決定ボタンを押す
≥無線モード（ 63）が APモードの場合は選択できません。

4 ▲ /▼ボタンで表示されるSSIDを選び、決定ボタンを押す
≥接続したいSSIDが表示されない場合は戻るボタンを押し、手順3を再度
行ってください。それでも表示されない場合は、下記「SSIDを直接入力
したい場合」の手順を行ってください。

◆SSID を直接入力したい場合
1▲ /▼ボタンで「シュドウ」を選び、決定ボタンを押す
2SSID を入力する※

≥▲ /▼ボタンで文字が切り替わります。
≥決定ボタンで次の文字にカーソルが移動します。
≥戻るボタンで前の文字にカーソルが戻ります。
≥スペース（空白）を選択した状態で決定ボタンを押すと、文字入力を完了します。

5 SSIDを確認し、決定ボタンを押す
≥文字数によっては、▲/▼ボタンでページを切り替えて確認できます。

6 パスワードを入力する※
≥▲ /▼ボタンで文字が切り替わります。
≥決定ボタンで次の文字にカーソルが移動します。
≥戻るボタンで前の文字にカーソルが戻ります。
≥スペース（空白）を選択した状態で決定ボタンを押すと、文字入力を完了します。

※入力できる文字や記号は以下の通りです。
≥英語小文字、英語大文字、数字、右表の記号が入力できます。
≥～（チルダ）記号を入力する場合は、「→」を入力してください。
≥スペース（空白）は記号として使用できません。

無線 LAN 設定の確認・変更のしかた

（［UW] ムセン LAN）

自動で接続する（［UW01］ジドウセツゾク）

接続先の変更のしかた（［UW02］セツゾクサキ）

ムセンLAN
ＳＴＡ　（レベル３）

セツゾクサキ
　　

ＳＳＩＤ（1/3）
　XXXXXXXXXXXXXXX

ＳＳＩＤセンタク（1/5）
＞ZZZZZZZZZZZZZZZ

ＳＳＩＤセンタク（5/5）
＞シュドウ

カクニン（1/3）
　ZZZZZZZZZZZZZZZ

パスワード（1/5）
＞YYYYYYYYYYYYYYY

 ! ＂ # $ % & ＇ ( ) * +
 , - . / : ; < = > ? @
 [ ￥ ] ^ _ ` { | } ~
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ユーザ設定メニューの使い方（つづき）

7 パスワードを確認し、決定ボタンを押す
≥文字数によっては、▲/▼ボタンでページを切り替えて確認できます。

8 確認画面で「Yes」を選択し、決定ボタンを押す
≥戻るボタンを数回押すと、メインメニューに戻ります。

DHCP非対応のルータをお使いの場合など、IP アドレスを手動で設定する場合に下記手順を行ってください。
≥あらかじめ、接続するネットワークの情報を確認しておいてください。

1 ユーザ設定メニュー（トップメニュー）の「ムセンLAN」を選択し、決
定ボタンを押す（ 49）

2 ▲ /▼ボタンで「LAN」を選択し、決定ボタンを押す

3 ▲ /▼ボタンで「IP アドレスシュトク」を選択し、決定ボタンを押す

4 ▲ /▼ボタンで「シュドウ」を選択し、決定ボタンを押す
≥ IP アドレスの取得方法を手動から自動に戻す場合は「ジドウ」を選択し、
決定ボタンを押します。手順6の確認画面が表示されます。

5 下記表の設定項目を変更する
≥右端の数値にカーソルがある状態で決定ボタンを押すと、次の設定項目に進みます。
≥左端の数値にカーソルがある状態で戻るボタンを押すと、前の設定項目に戻ります。

DNSサーバの数値を変更し決定ボタンを押すと、確認画面が表示されます。

6 確認画面で「Yes」を選択し、決定ボタンを押す
≥戻るボタンを数回押すと、メインメニューに戻ります。

LAN 設定の変更のしかた（IP アドレスを手動で設定する場合）（［UW11］LAN）

設定項目 数値の変更のしかた
IP アドレス

▲ /▼ボタンで数値を変更し、決定ボタンを押す
≥上記操作を繰り返して、すべての数値を設定してください。
≥戻るボタンを押すと前の数値にカーソルが戻ります。
≥▲ /▼ボタンを長押しすると、数値が高速で切り替わります。

サブネットマスク
デフォルト
ゲートウェイ
DNSサーバ

カクニン（1/5）
　YYYYYYYYYYYYYYY

ムセンLAN
＞セッテイシマスカ？　Yes

ムセンLAN
ＳＴＡ　（レベル３）

LAN

I P アドレスシュトク
　ジドウ

IP アドレスシュトク
＞シュドウ

ムセンLAN
＞セッテイシマスカ？　Yes
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ユーザ設定メニューの使い方（つづき）

無線 LANで使用する周波数帯やチャンネルを変更する場合に下記手順を行ってください。
≥無線モード（ 63）が APモードの場合のみ設定できます。

1 ユーザ設定メニュー（トップメニュー）の「ムセンLAN」を選択し、決
定ボタンを押す（ 49）

2 ▲ /▼ボタンで「ショウサイ」を選択し、決定ボタンを押す

3 ▲ /▼ボタンで「シュウハスウ」を選択し、決定ボタンを押す

4 ▲ /▼ボタンで「5 GHz」または「2.4 GHz」を選び、決定ボタンを押す

5 ▲ /▼ボタンでチャンネルを選び、決定ボタンを押す
≥チャンネルを自動に戻す場合は「ジドウ」を選択し、決定ボタンを押しま
す。

6 確認画面で「Yes」を選択し、決定ボタンを押す
≥戻るボタンを数回押すと、メインメニューに戻ります。

無線 LANのモードを変更する場合に下記手順を行ってください。

1 ユーザ設定メニュー（トップメニュー）の「ムセンLAN」を選択し、決
定ボタンを押す（ 49）

2 ▲ /▼ボタンで「ムセンモード」を選択し、決定ボタンを押す

3 ▲ /▼ボタンでモードを選択し、決定ボタンを押す

≥戻るボタンを数回押すと、メインメニューに戻ります。

周波数帯・チャンネルの変更のしかた（［UW21］ショウサイ）

無線モードの変更のしかた（［UW91］ムセンモード）

モード 説明
STA（初期値） ゲートウェイをルータに接続する通常のモードです。

AP ゲートウェイをアクセスポイントとして利用するモードで
す。

ムコウ ゲートウェイの無線 LAN機能を無効にします。

ムセンLAN
ＳＴＡ　（レベル３）

ショウサイ

シュウハスウ
　　　5　ＧＨｚ

シュウハスウ
＞２．４　ＧＨｚ

チャンネル
＞３６ｃｈ

ムセンLAN
＞セッテイシマスカ？　Yes

ムセンLAN
ＳＴＡ　（レベル３）

ムセンモード
　ＳＴＡ

ムセンモード
＞ＡＰ
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ユーザ設定メニューの使い方（つづき）

通常、LAN設定を変更する必要はありません。DHCP非対応の LANポート付きルータをお使いの場合など、IP ア
ドレスを手動で設定する場合に下記手順を行ってください。
≥あらかじめ、接続するネットワークの情報を確認しておいてください。

1 ユーザ設定メニュー（トップメニュー）の「ユウセン LAN」を選択し、決定ボタンを押す（ 49）

2 ▲ /▼ボタンで「IP アドレスシュトク」を選択し、決定ボタンを押す

3 ▲ /▼ボタンで「シュドウ」を選択し、決定ボタンを押す
≥ IP アドレスの取得方法を手動から自動に戻す場合は「ジドウ」を選択し、
決定ボタンを押します。手順5の確認画面が表示されます。

4 下記表の設定項目を変更する
≥右端の数値にカーソルがある状態で決定ボタンを押すと、次の設定項目に進みます。
≥左端の数値にカーソルがある状態で戻るボタンを押すと、前の設定項目に戻ります。

DNSサーバの数値を変更し決定ボタンを押すと、確認画面が表示されます。

5 確認画面で「Yes」を選択し、決定ボタンを押す
≥戻るボタンを数回押すと、メインメニューに戻ります。

有線 LAN 設定の確認・変更のしかた

（［UL] ユウセン LAN）

設定項目 数値の変更のしかた
IP アドレス

▲ /▼ボタンで数値を変更し、決定ボタンを押す
≥上記操作を繰り返して、すべての数値を設定してください。
≥戻るボタンを押すと前の数値にカーソルが戻ります。
≥▲ /▼ボタンを長押しすると、数値が高速で切り替わります。

サブネットマスク
デフォルト
ゲートウェイ
DNSサーバ

ユウセンLAN
　

IP アドレスシュトク
　ジドウ

IP アドレスシュトク
＞シュドウ

ユウセンLAN
＞セッテイシマスカ？　Yes
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ユーザ設定メニューの使い方（つづき）

HEMSコントローラを設置している場合は、HEMSを有効にしてください。

≥ゲートウェイが有線または無線のどちらかのネットワークで接続されている場合は、接続されている方のネット
ワーク経由でHEMS コントローラと接続します。ゲートウェイが有線、無線の両方のネットワークで接続されて
いる場合は、HEMS ネットワーク（US92）（ 66）で設定したネットワーク経由で接続します。

1 ユーザ設定メニュー（トップメニュー）の「ツウシンサービス」を選択
し、決定ボタンを押す（ 49）

2 ▲ /▼ボタンで「HEMS」を選択し、決定ボタンを押す

3 ▲ /▼ボタンで「アリ」（有効）または「ナシ」（無効）を選択し、決定
ボタンを押す

ソフトウェア自動更新サービスの有効・無効を設定します。

操作方法については 41 ページをお読みください。

遠隔モニタリングサービスの有効・無効を設定します。

操作方法については 42 ページをお読みください。

ゲートウェイが有線、無線の両方のネットワークで接続されている場合に、ソフト更新サーバ、遠隔モニタサーバ

に有線または無線のどちらで通信するかを設定します。

操作方法については 40 ページをお読みください。

通信サービス設定の変更のしかた

（［US] ツウシンサービス）

HEMS の設定のしかた（［US01］HEMS）

ソフトウェア自動更新サービスの設定のしかた
（［US11］ソフトジドウコウシン）

遠隔モニタリングサービスの設定のしかた
（［US12］エンカクモニタリング）

有線と無線の同時利用時のサーバとの通信方法の設定のしかた

（［US91］ツウシンケイロ）

ツウシンサービス
＞チクデンドウサモード

HEMS
　ナシ

HEMS
> アリ
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ユーザ設定メニューの使い方（つづき）

ゲートウェイに有線、無線の両方のネットワークが接続している場合に、HEMS ネットワークに有線または無線の
どちらで通信するかを設定します。

1 ユーザ設定メニュー（トップメニュー）の「ツウシンサービス」を選択
し、決定ボタンを押す（ 49）

2 ▲ /▼ボタンで「HEMSネットワーク」を選択し、決定ボタンを押す

3 ▲ /▼ボタンで「ユウセン」または「ムセン」を選択し、決定ボタンを押す

≥戻るボタンを数回押すと、メインメニューに戻ります。

有線と無線の同時利用時の HEMS との通信方法の設定のしかた
（［US92］HEMS ネットワーク）

ツウシンサービス
＞チクデンドウサモード

HEMS ネットワーク
　ユウセン

HEMS ネットワーク
> ムセン
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ユーザ設定メニューの使い方（つづき）

ソフトウェア自動更新サービスが有効（ 41）、または遠隔モニタリングサービスが有効（ 42）、または出力制
御設定が有効（オンライン構成）の場合は、ゲートウェイの日時はサーバと同期するため、日時を手動で変更でき
ません。

下記の変更手順は、ソフトウェア自動更新サービスが無効、遠隔モニタリングサービスが無効、かつ出力制御設定
が有効（オフライン構成）／出力制御設定が無効の場合のみ可能です。
≥出力制御設定が有効（オフライン構成）の場合は、時刻の変更は1 日につき± 10 分以内に制限されます。
10 分以上の変更は翌日になってから再度設定を変更してください。

1 ユーザ設定メニュー（トップメニュー）の「ジコク」を選択し、決定ボタンを押す（ 49）

2 ▲ /▼ボタンで数値を変更し、決定ボタンを押す
≥上記操作を繰り返して、年 / 月 / 日 / 時 / 分を設定してください。

≥戻るボタンを押すと前の桁にカーソルが戻ります。

≥▲ /▼ボタンを長押しすると、数値が高速で切り替わります。

≥分を変更後に決定ボタンを押すとユーザ設定メニュー（トップメニュー）の「ジコク」が表示されます。

日時設定の変更のしかた（［UT] ジコク）

ジコク
　19 / 1 / 1　12：00

あり

日時を変更することができます。 日時を変更することができません。

ジコク
　19 / 1 / 1　12：00

なし

ジコク
　19 / 1 / 1　12：00

ジコク
>19 / 1 / 1　12：00
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その他

日常点検とお手入れ
故障や事故を防ぐために、日常点検とお手入れは必ず行ってください。日常点検は月 1 回程度行うことをお勧めし
ます。また、地震の後は必ず点検を行ってください。
≥特定負荷用分電盤／全負荷用分電盤の点検・お手入れについては、特定負荷用分電盤／全負荷用分電盤に付属して
いる取扱説明書をご確認ください。

◆日常点検のしかた

ご使用の際に、以下の項目を点検してください。
異常を発見した場合は、システムの運転を停止してください。（ 44）停止後に、蓄電システム用ブレーカを
「オフ」にし、お買い上げの販売店へ連絡してください。

≥通常と異なる音やにおいがしていませんか？
運転時、充放電電力が大きくなると、動作音が大きくなりますが、異常ではありません。

≥表面がさびたり、腐食していませんか？

≥通風口が目詰まりしていませんか？
詰まっていたら異物を取り除いてください。

≥配管に傷はありませんか？

◆お手入れのしかた

≥お手入れは、安全のためシステムの運転を停止して行ってください。（ 44）
≥ほこりを取り除き、柔らかい布で全体をからぶきしてください。

パワーコンディショナ／ PV ユニット／トランスユニット
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日常点検とお手入れ（つづき）

◆日常点検のしかた

ご使用の際に、以下の項目を点検してください。
下記以外の異常を発見した場合は、お買い上げの販売店へ連絡してください。

≥情報ランプが赤色に点灯または点滅していませんか？
赤色に点灯または点滅している場合は70 ページをお読みください。
≥通常と異なる音やにおいがしていませんか？
通常と異なる音やにおいがしている場合は、システムの運転を停止し
（ 44）、お買い上げの販売店へ連絡してください。

≥表面がさびたり、腐食していませんか？

◆お手入れのしかた

≥お手入れは、安全のためシステムの運転を停止して行ってください。（ 44）

≥ほこりを取り除き、柔らかい布で全体をからぶきしてください。

≥状態ランプが赤色に点灯または点滅していませんか？

赤色に点灯、または点滅している場合は70 ページをお読みください。

本システムは蓄電池容量の確認のため、年１回（６月）自動で蓄電池診断を行い

ます。蓄電池診断終了後は、通常の運転動作に戻ります。

≥蓄電池診断中はお客様の意図しない動作をすることがあります。

≥1日で蓄電池診断が終了しないことがあります。

蓄電池ユニット

ゲートウェイ

蓄電池診断について

情報ランプ

状態ランプ

状態 運転 発電 充放電

チクデンドウサモード
　チクデンチシンダンチュウ
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こんなときは
システムの動作に不具合が生じたときや、通常時と異なる表示が出たときは、次の内容を確認し適切に対処してく

ださい。

下記に記載のない異常が発生している場合や、対処をしても直らない場合は、システムの運転を停止してください。

（ 44）停止後に、蓄電システム用ブレーカを「オフ」にし、お買い上げの販売店へ連絡してください。

パワーコンディショナ

症状 原因と対処方法

パワーコンディショナの本体
表面温度が高温になってい
る。

≥パワーコンディショナの本体表面温度は最高約85℃まで上がりますが、異常で
はありません。

「キーン」という高い音（モス
キート音）や「ジー」・「キー」・
「ピー」という音がする。

≥異常ではありませんが、音が大きくて気になるようでしたら、お買い上げの販
売店へ連絡してください。

蓄電池ユニット

症状 原因と対処方法

蓄電池ユニットの情報ランプが赤
色点灯または赤色点滅している。

≥（赤色点灯している場合）
蓄電池ユニットが故障している可能性があります。お買い上げの販売店へ
連絡してください。
≥（赤色点滅している場合）
j異常が発生しています。ゲートウェイの表示部でエラーコードを確認し
てください。（ 75）
jエラーコードが表示されていない場合は一過性の異常です。（頻繁に点

滅する場合はお買い上げの販売店へ連絡してください）

蓄電池ユニットから「カチッ」と
いう音がする。

≥充電開始時刻に自己点検のため、蓄電池ユニットから「カチッ」という音
がしますが、異常ではありません。それ以外で音がする場合は、ゲートウェ
イの表示部でエラーコードを確認のうえ、お買い上げの販売店へ連絡して
ください。

ゲートウェイ

症状 原因と対処方法

≥ゲートウェイの状態ランプが赤
色点灯または赤色点滅している。
≥ゲートウェイの表示部にエラー
コードが表示されている。
≥ブザー音（警告音）がなっている。

エラーが発生しています。
≥ゲートウェイの表示部でエラーコードを確認してください。（ 75）
≥エラーコードの見かたについては75 ページをお読みください。
≥ブザー音（警告音）は操作ボタンのいずれかを押すと止まります。

5830056-4 A_KPBP-A_IT_取扱説明書 .book  70 ページ  ２０２５年４月８日　火曜日　午後２時２９分



71

そ
の
他

こんなときは（つづき）

症状 原因と対処方法

システムの運転 /停止の切り替
えの操作で、運転を開始しな
い。

運転を開始するのに最大5分かかることがありますが、異常ではありません。ゲー
トウェイの表示部に「キーコードエラー」と表示されている場合、販売店にてキー
コードの入力が必要です。お買い上げの販売店へ連絡してください。

本書に記載されていないエ
ラーコードが表示されている。

パワーコンディショナが異常を検出しています。
ゲートウェイを操作して、システムの運転を停止したあと、再度、運転を開始して
ください。（ 44）エラーが解消されれば運転を再開します。
エラーが解消されない場合は、システムの運転を停止したあと、蓄電システム用
ブレーカを「オフ」にし、お買い上げの販売店へ連絡してください。

ソフトウェア自動更新サービ
スや遠隔モニタリングサービ
スを有効に設定するとNGが表
示される。

ネットワーク接続設定内容とネットワーク接続状態を確認してください。
≥ LANポート付きルータがインターネットと接続され、通信できることを確認し
てください。
≥ネットワーク接続を手動設定している場合、デフォルトゲートウェイと DNS
サーバを正しく設定してください。（ 64）

≥表示部に「ウンテンジョウ
タイ　シュドウフッキマ
チ」と表示されている。
≥運転ランプが緑色点滅して
いる。

パワーコンディショナが手動復帰待ちの状態です。
下記手順を行ってシステムの運転を再開してください。
1 44 ページの「運転を停止する」の操作を行う
2 44 ページの「運転を再開する」の操作を行う

特定負荷用分電盤

症状 原因と対処方法

特定負荷用分電盤に接続した
電気製品が動かない。

≥（停電時）
j特定負荷用分電盤に接続している機器の一部を停止し、消費電力を少なくしてく
ださい。（ 47）
j（システム !A"-2 のみ）「テイデンジモード」が「タイヨウコウキュデン」もしく
は「ジドウ」に設定されていて（ 59）、太陽電池の発電電力で蓄電池を充電
している場合は、「テイデンジジュウデン」の設定を小さな値に変更してくださ
い。（ 60）
j特定負荷用分電盤のパワーコンディショナ用ブレーカまたは分岐ブレーカが

「オフ」になっていないか確認してください。※1

j特定負荷用分電盤の手動切替開閉器が「蓄電システム」側に切り替わってい
るか確認してください。※1

≥（通常時）
j特定負荷用分電盤に接続している機器の一部を停止し、消費電力を少なくし
てください。
j特定負荷用分電盤のパワーコンディショナ用ブレーカまたは分岐ブレーカが

「オフ」になっていないか確認してください。※1

パワーコンディショナ
用ブレーカ 分岐ブレーカ

手動切替開閉器

※1. 特定負荷用分電盤の一例
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全負荷用分電盤

症状 原因と対処方法

全負荷用分電盤－主分電盤に
接続した電気製品が動かな
い。

≥（停電時）
j全負荷用分電盤－主分電盤に接続している機器の一部を停止し、消費電力を少な
くしてください。（ 47）
j下記ブレーカが「オフ」になっていないか確認してください。

全負荷用分電盤内のトランスユニット用ブレーカ
全負荷用分電盤内の主分電盤用ブレーカ
主分電盤内の全負荷用分電盤用ブレーカまたは分岐ブレーカ

≥（通常時）
j下記ブレーカが「オフ」になっていないか確認してください。

全負荷用分電盤付近の主幹漏電ブレーカまたは契約ブレーカ
全負荷用分電盤内の主分電盤用ブレーカ
主分電盤内の全負荷用分電盤用ブレーカまたは分岐ブレーカ

トランスユニット用
ブレーカ

トランスユニット用
ブレーカ

蓄電システム用
ブレーカ

蓄電システム用
ブレーカ

主分電盤用
ブレーカ

主分電盤用ブレーカ（KP-DB75）

全負荷用分電盤のブレーカ

（KP-DB75B）
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こんなときは（つづき）

その他

症状 原因と対処方法

主幹漏電ブレーカが頻繁に動
作する。

≥電気製品、パワーコンディショナ、または蓄電システム用ブレーカの不具合の
可能性があります。システムの運転を停止してください。（ 44）停止後に、
蓄電システム用ブレーカを「オフ」にし、お買い上げの販売店へ連絡してくだ
さい。
≥「ケイヤクアンペア」の設定が間違っている可能性があります。正しく設定され
ているか確認してください。（ 59）

契約ブレーカが頻繁に動作す
る。

≥「ケイヤクアンペア」の設定が間違っている可能性があります。正しく設定され
ているか確認してください。（ 59）

ネットワークの起動や設定変
更に失敗する。

≥ネットワーク機器の状態により、正常に処理できない可能性があります。しば
らくたってから、再度実行してください。

ネットワーク接続を手動設定
するとき、設定NG となる。

≥サブネットマスクやデフォルトゲートウェイを確認して、正しく設定してくだ
さい。

充電終了時刻になっても電池
の「ザンリョウ」が 100%に
ならない（充電しない）こと
が頻繁にある。

≥充電時間帯に消費電力の大きな負荷が動作していることで、充電できていない
可能性があります。消費電力に対して電力会社と契約しているアンペア数が十
分か確認してください。
≥「ケイヤクアンペア」の設定が間違っている可能性があります。正しく設定され
ているか確認してください。（ 59）

遠隔モニタリングサービスや
アプリが利用できない。

≥ネットワーク接続設定を再度実施してください。
≥ルータを再起動してください。
≥ゲートウェイのリセットスイッチを5秒以上押して再起動してください。
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表示部に「ジコクイジョウ」が表示された場合は、日時を設定し直してください。
日時が正しく設定されていないと、ソフトウェア自動更新サービスなどが正常に動作しない場合があります。

◆「ジコクイジョウ　＞ 19/1/1　0：00」※１が
表示されている場合
※1.「19/1/1　0：00」：「年 / 月 / 日　時：分」

67 ページ「日時設定の変更のしかた（［UT]ジコク）」の手順2の操作を行って、日時を設定し直してください。

◆「ジコクイジョウ　サーバドウキチュウ．．．」が表示されて
いる場合

ネットワークの接続状況を確認して、しばらく待っても「ジコクイジョウ」の
表示が消えない場合は、販売店に相談してください。

◆「ジコクイジョウ　ドウサテイシ」が表示されている場合

販売店に相談してください。

ゲートウェイに異常が発生し、再起動の必要がある場合に、操作してください。
再起動しても、設定や履歴などのデータには影響はありません。

ゲートウェイ底面のリセットスイッチを、ボールペンなどの先の細いも
ので 5秒以上押す

「ジコクイジョウ」が表示されたら

ゲートウェイの再起動のしかた

ジコクイジョウ
＞19 /  1 /  1　0 : 00

（例）

ジコクイジョウ
　サーバドウキチュウ．．．

ジコクイジョウ
　ドウサテイシ

リセットスイッチ
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エラーが発生している場合は、メインメニューのエラー状態画面に「ハッセイチュウ」が表示され、決定ボタンを
押すと発生中のエラーコードが表示されます。
エラーコードの示すエラー内容については「エラーコード一覧」でご確認ください。
≥発生しているエラーが複数個ある場合は、▲ /▼ボタンで表示を切り替えることができます。
≥エラーの内容によっては、システムの運転が停止します。

販売店にご相談いただく際は、エラーコードをお伝えください。

エラーコードについて

エラーコード一覧

表示部 原因 処置

A1-5.0 特定負荷用分電盤／全負荷用分電盤－主
分電盤の使用電力が、現在出力可能な量を
超えています。

特定負荷用分電盤／全負荷用分電盤－主分電盤に接続
している機器を減らすなど、電力の使用量を減らしてく
ださい。A1-5.1

A1-6.1
運転停止入力により、パワーコンディショ
ナを運転停止しています。

１日に３回以上表示される場合は、販売店に相談してく
ださい。

A2-7.0
パワーコンディショナが異常な状態を検
出しています。

販売店に相談してください。

A6-0.0 自立入力がありません。

≥（システム !A" -2 の場合）
太陽光発電システムを自立運転させてください。
≥（システム !A" -1 の場合）
「テイデンジモード」を「チクデンチキュウデン」に
設定してください。

A6-1.L
全負荷用分電盤のブレーカが「オフ」になって
いる可能性があります。

全負荷用分電盤のすべてのブレーカが「オン」になって
いることを確認してください。（ 72）

エラー（　1/　3）
　コード：E1－0．0（30）

エラー（　2/　3）
　コード：E3－4．0（30）

▼ボタン ▲ボタン

エラー（　3/　3）
　コード：E2－1．0（30）

▼ボタン ▲ボタン

表示しているエラーコードの順番／
発生しているエラーコードの総数（最大20件）

エラーコード
「C□-□.□」/「E□-□.□」/
「A□-□.□」など

エラー発生時

● 戻るボタンを押すと、メインメニュー 
  に戻ります。
  もう一度表示させる場合は、「エラー
　ハッセイチュウ」を選択し、決定ボ
  タンを押してください。

発生中エラー画面

エラーが発生している
パワーコンディショナのユニットNo.
またはエラーの詳細情報番号

エラー
　ハッセイチュウ
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表示部 原因 処置

A7-1.0 長期間、満充電まで充電されていません。

満充電まで充電すれば、エラーが解消されます。蓄電池
ユニットの性能維持のため、定期的に満充電まで充電し
てください。「SOC カゲン」（ 55）の設定を上げる
ことを推奨します。また、エラーが解消されるまでは、
連系運転中に放電しません。

A8-0.0 V2X システム用ブレーカが遮断している可能
性があります。

V2X システム用のブレーカを確認し、遮断していれば
ブレーカをオンにしてください。異常が解消されない場
合は、機器故障の可能性がありますので販売店に相談し
てください。

E1-0.0 商用系統の停電を検出しています。

１日に３回以上表示される場合は、販売店に相談してく
ださい。

E1-1.0 商用系統の電圧上昇を検出しました。

E1-2.0 商用系統の電圧低下を検出しました。

E1-3.0 商用系統の周波数上昇を検出しました。

E1-4.0 商用系統の周波数低下を検出しました。

E1-5.0
商用系統の異常を検出しました。

E1-6.0

E1-7.0
パワーコンディショナが異常な状態を検
出しています。E1-7.1

E1-8.0

E2-1.A

パワーコンディショナが異常な状態を検
出しています。

販売店に相談してください。

E2-1.F

E2-1.G

E2-1.H

E2-1.J

E2-3.0

E2-5.A

E3-1.A

E3-1.F

E3-1.G

E3-1.H

E3-1.J

E3-2.0

特定負荷用分電盤の電気の使用量が多い状態です。
特定負荷用分電盤に接続している電気製品を停止し、減
らしてください。電気の使用量が少なくなればエラーが
解消されます。エラーが解消されない場合は、特定負荷
用分電盤の20Aと書かれた黒いブレーカーをオフにし
て30秒間停電させ、再度ブレーカをオンにしてくださ
い。それでもエラーが解消されない場合や、頻繁に発生
する場合は、販売店に相談してください。

E3-3.0 販売店に相談してください。
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表示部 原因 処置

E3-4.0
パワーコンディショナの内部温度が高く
なっています。

パワーコンディショナの周囲に物が置かれていないか確
認してください。連日復帰しない場合は、販売店に相談し
てください。

E3-4.F
PV ユニットの内部温度が高くなっていま
す。

PVユニットの周囲に物が置かれていないか確認してく
ださい。連日復帰しない場合は、販売店に相談してくだ
さい。

E3-4.L
トランスユニットの内部温度が高くなっ
ています。

トランスユニットの周囲に物が置かれていないか確認
してください。連日復帰しない場合は、販売店に相談し
てください。

E3-5.0 逆電力防止機能（RPR）が働きました。

ご家庭の消費電力が急激に変化したことにより、この機
能が働くことがありますが、故障ではありません。消費
電力が安定すると自動的に復帰します。長時間に渡って
復帰しない場合は、販売店に相談してください。

E3-5.2
主幹電流センサの取り付け状態の異常を
検出しています。

≥販売店に相談してください。
≥（システム !A" -2（太陽光発電システム併設）の場合）
併設している太陽光発電システムを一度停止させて
ください。エラーが解消され、本システムのパワーコ
ンディショナが連系運転した後に、太陽光発電システ
ムの運転を再開してください。エラーが解消されない
場合は、販売店に相談してください。

E4-1.A

パワーコンディショナが異常な状態を検
出しています。

販売店に相談してください。

E4-2.0

E4-3.0

E4-3.A

E4-3.F

E4-4.0

E4-4.2

E4-4.F

E4-4.G

E4-5.0

E4-5.1

E4-5.F

E4-6.0

E4-6.1

E4-6.F

E4-7.0

E4-7.1

E4-7.F

E4-9.A

E4-9.F

E4-9.G
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こんなときは（つづき）

表示部 原因 処置

E4-9.H

パワーコンディショナが異常な状態を検
出しています。

販売店に相談してください。

E4-9.J

E5-1.0

E5-1.1

E5-1.2

E5-1.3

E5-1.5

E5-1.6

E5-1.8

E5-1.9

E5-1.A

E5-2.1

パワーコンディショナ内部の通信異常を検
出しています。

販売店に相談してください。

E5-2.2

E5-2.3

E5-2.F

E5-3.0
パワーコンディショナが異常な状態を検出して
います。

E5-3.F

E5-6.0

E5-7.0 ゲートウェイとの通信に異常が発生していま
す。

１日に３回以上表示される場合は、販売店に相談してくださ
い。E5-7.1

E6-1.0 自立入力の電圧が上昇しています。 （システム !A" -2 のみ）
継続的に発生する場合は、ゲートウェイを操作して、運
転を停止し（ 44）、「テイデンジモード」を「チクデ
ンチキュウデン」に設定したあとに（ 59）、運転を
再開してください。（ 44）

E6-2.0 自立入力の電圧が低下しています。

E6-3.0 自立入力の周波数が上昇しています。

E6-4.0 自立入力の周波数が低下しています。

E6-5.0
自立入力の状態が安定せず、正常に充電できま
せん。

（システム !A" -2 のみ）
継続的に発生する場合は、ゲートウェイを操作して、運
転を停止し（ 44）、「テイデンジジュウデン」を「0W」
に設定するか（ 60）、「テイデンジモード」を「チク
デンチキュウデン」に設定したあとに（ 59）、運転
を再開してください。（ 44）
（太陽光発電の発電電力を蓄電池に充電させずに運転し
てください。）

E7-1.0

パワーコンディショナが異常な状態を検出して
います。

販売店に相談してください。
E7-1.1

E7-1.F

E7-1.L
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こんなときは（つづき）

※1. 発生時にゲートウェイからブザー音（警告音）が鳴ります。

表示部 原因 処置

E7-2.0 パワーコンディショナが異常な状態を検出して
います。

販売店に相談してください。
E7-4.0

P1-1.0

蓄電池ユニットが内部の異常を検出していま
す。

販売店に相談してください。

P1-1.1

P1-1.2

P1-1.3

P1-1.4

P1-1.5

P1-1.6

P1-2.0

P1-2.1

P1-2.2

P1-2.3

P1-2.4

P1-2.5

P1-2.6

P1-3.0※1 蓄電池ユニットが高温状態になっています。 周囲に熱源となるものがあれば、速やかに取り除いて、販売
店に相談してください。

P1-3.1 蓄電池ユニットが低温状態になっています。
蓄電池の周囲温度が製品の使用周囲温度範囲に入っているか
確認してください。周囲温度に問題ない場合は、販売店に相
談してください。

P1-3.2※1 蓄電池ユニットが高温状態になっています。 販売店に相談してください。

P1-4.0 蓄電池ユニットが蓄電残量（SOC）の異常な低
下を検出しています。

販売店に相談してください。

P1-4.1 蓄電池の寿命です。

P1-5.0

蓄電池ユニットが内部の異常を検出していま
す。

P1-5.1

P1-5.2

P1-5.3

P1-5.4

P1-6.0
パワーコンディショナと蓄電池ユニットとの通
信異常を検出しています。

P1-6.1
システムが異常を検出しています。

P1-6.2
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こんなときは（つづき）

表示部 原因 処置

P1-7.0 蓄電池ユニットが内部の異常を検出していま
す。

販売店に相談してください。

P1-7.1

P1-8.0
システムが異常を検出しています。

P1-8.1

P2-1.0
パワーコンディショナと蓄電池ユニット
との通信異常を検出しています。

P2-1.1

P2-1.2

P2-2.0 パワーコンディショナと蓄電池ユニット
間配線の異常を検出しています。P2-2.1

P8-1.1 蓄電池の充電を一時的に中断しています。
数日に渡って継続的に発生している場合は、販売店に相
談してください。

P8-1.3
蓄電池のセル電圧がアンバランス状態で
す。

販売店に相談してください。

P8-1.5 蓄電池の放電を一時的に中断しています。
数日に渡って継続的に発生している場合は、販売店に相
談してください。P8-1.6

蓄電池のセル電圧がアンバランス状態で
す。

P8-3.1
蓄電池ユニットが高温状態になっていま
す。

周囲に熱源となるものがあれば、速やかに取り除いてく
ださい。長時間、直射日光が当たっている場合は、設置
環境を見直してください。対処したにもかかわらず、数
日に渡って継続的に発生する場合は、販売店へお問い合
わせください。

P8-3.3
蓄電池ユニットが低温状態になっていま
す。 

蓄電池の周囲温度が製品の使用周囲温度範囲に入ってい
るか確認してください。周囲温度に問題なく、数日に渡っ
て継続的に発生する場合は、販売店に相談してください。

P8-3.5
蓄電池ユニットの内部温度がアンバラン
ス状態のため、充放電を一時的に中断して
います。

長時間、直射日光が当たっている場合は、設置環境を見
直してください。
蓄電池ユニットが部分的に温められていないか、もしく
は冷やされていないか確認してください。連日復帰しな
い場合は販売店に相談してください。

P8-3.6
蓄電池ユニットが高温状態になっていま
す。

周囲に熱源となるものがあれば、速やかに取り除いてく
ださい。長時間、直射日光が当たっている場合は、設置
環境を見直してください。対処したにもかかわらず、数
日に渡って継続的に発生する場合は、販売店へお問い合
わせください。

P8-4.1 蓄電池の寿命です。

販売店に相談してください。
P8-4.2 蓄電池の寿命が近づいています。

P8-5.2 蓄電池ユニットが内部の異常を検出して
います。P8-5.3
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こんなときは（つづき）

表示部 原因 処置

C1-1.0 時刻異常が発生しています。

ゲートウェイの電源が 3 日間以上「オフ」になった場
合、時計がリセットされます。日時を設定して異常を解
消してください。（ 67）解消しない場合は、販売店
に相談してください。

C1-2.0 本製品の内部時計の同期に失敗しました。 連日復帰しない場合は、販売店に相談してください。

C1-A.0 ゲートウェイとパワーコンディショナのバー
ジョンが正しい組み合わせではありません。 連日復帰しない場合は、販売店に相談してください。

C2-1.0

ゲートウェイの異常です。

販売店に相談してください。

C2-1.1

C2-2.0

C2-2.1

C2-3.0 本製品の使用期限が近づいています。

C2-5.0 ゲートウェイの異常です。

C3-1.0 ソフトウェア更新に失敗しました。 複数回発生している場合は、販売店に相談してください。

C3-2.0 システム障害が発生しました。 連日発生してる場合は、ゲートウェイの故障の可能性が
あります。お買い上げの販売店へ連絡してください。

C3-3.0
ゲートウェイの異常です。

販売店に相談してください。
C3-4.0

C3-5.0 時計異常が発生しています。

C3-6.0 設定データが不正です。

C3-8.0 パワーコンディショナのソフトウェア更
新に失敗しました。

複数回発生している場合は、販売店に相談してください。
C3-9.0 パワーコンディショナのソフトウェアが

正常起動しません。

C3-A.0 出力制御スケジュールが壊れています。
販売店に相談してください。

C3-B.0 出力制御スケジュールがありません。

C3-E.0 蓄電池ユニットのソフトウェア更新に失
敗しました。

複数回発生している場合は、販売店に相談してください。
C3-F.0 蓄電池ユニットのソフトウェアが正常起

動しません。

C4-3.0 ゲートウェイの異常です。 販売店に相談してください。

C6-6.0 運転停止 /開始に失敗しました。

再度、運転停止 /開始を実施してください。
太陽光発電システムのみで運転している場合は、翌日の日の
出後に運転切り替えを実施してください。
復帰しない場合は、販売店に相談してください。

C6-8.0 システム障害が発生しました。 販売店に相談してください。

C6-B.0 通信異常が発生しています。 １日に３回以上発生している場合は、販売店に相談して
ください。

C6-D.0 通信異常が発生しています。

販売店に相談してください。C6-E.0 電力計測ユニットの異常です。

C6-F.0 通信異常が発生しています。
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こんなときは（つづき）

表示部 原因 処置

C7-1.0

ソフト更新サーバとの通信ができません。

インターネットに接続していない場合、このエラーコー
ドが表示されます。
インターネットに接続している場合、ルータとの接続経
路を確認ください。（ 38）異常のない場合は、販売
店に相談してください。
ソフトウェア自動更新サービスは、ソフト更新サーバと
の接続のためインターネット接続が必要です。

C7-2.0

ゲートウェイと LANポート付きルータの接続状態を確
認してください。
ルータからインターネットへの接続を確認してくださ
い。プロバイダで障害が発生していないか確認してくだ
さい。

C7-3.0 ソフト更新サーバ通信部の異常です。 販売店に相談してください。

C7-4.0 ソフト更新サーバが異常です。
連日復帰しない場合は、販売店に相談してください。

C7-9.0 電力サーバとの通信ができません。

C7-A.0 電力サーバ通信部の異常です。 販売店に相談してください。

C7-B.0 電力サーバが異常です。 連日復帰しない場合は、販売店に相談してください。

C7-C.0 電力サーバとの通信ができません。 ルータとの接続経路を確認してください。（ 38）
異常のない場合は、販売店に相談してください。

C8-1.0 遠隔モニタサーバとの通信ができません。 連日復帰しない場合は、販売店に相談してください。

C8-2.0 遠隔モニタサーバ通信部の異常です。 販売店に相談してください。

C8-3.0 遠隔モニタサーバが異常です。 連日復帰しない場合は、販売店に相談してください。

C8-4.0 遠隔モニタサーバとの通信ができません。 ルータとの接続経路を確認してください。（ 38）
異常のない場合は、販売店に相談してください。

C8-5.0 遠隔モニタサーバとの通信ができません。 連日復帰しない場合は、販売店に相談してください。

C8-6.0 遠隔モニタサーバ通信部の異常です。 販売店に相談してください。

C8-7.0 遠隔モニタサーバが異常です。 連日復帰しない場合は、販売店に相談してください。

C8-8.0 NTPサーバとの通信ができません ルータとの接続経路を確認ください。（ 38）
異常のない場合は、販売店に相談してください。

C8-9.0 NTPサーバとの通信ができません 連日復帰しない場合は、販売店に相談してください。

C8-A.0 NTPサーバ通信部の異常です。 販売店に相談してください。

C8-B.0 NTPサーバが異常です。 連日復帰しない場合は、販売店に相談してください。

C9-1.0 蓄電残量が低下しています。 充電を行ってください。充電を行わない場合、機器保護
のためシステムを停止します。

C9-3.0 蓄電残量が放電停止SOCを下回っています。 蓄電残量が放電可能な最低値を下回ったため、放電がで
きません。充電を行ってください。

C9-4.0
システムの異常です。

販売店に相談してください。C9-4.1

C9-5.0 キーコードが不一致です。

C9-7.0 パワーコンディショナが手動復帰待ちの
状態です。 システムの運転を再開してください。（ 44）
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特定負荷用コンセントのみ設置されている場合
特定負荷用分電盤および全負荷用分電盤の設置がなく、特定負荷用コンセントが設置されている場合は、下記をお
読みください。

◆システム構成について

「システム全体図」( 22) の特定負荷用分電盤と特定負荷を下図に読み替えてください。

◆家庭内の電気の流れについて

≥27ページ「通常時の電力供給・電気の流れ」について
通常時（連系運転時）は、特定負荷用コンセントに接続した電気製品を含むすべての電気製品に電力が供給さ
れます。

≥31ページ「停電時の電力供給・電気の流れ」について
停電時（自立運転時）は、特定負荷用コンセントに接続した電気製品にのみ電力が供給されます。

各システム電源供給元と電源供給先は下記に読み替えてください。

システム 電力供給元 電力供給先

システム !A"-1 蓄電池ユニット 特定負荷用コンセント

システム !A"-2 蓄電池ユニット
太陽電池 特定負荷用コンセント

システム !B" 蓄電池ユニット
太陽電池 特定負荷用コンセント

パワーコン
ディショナ

特定負荷用
分電盤

主分電盤

電気製品
特定負荷用
コンセント

特定負荷

パワーコン
ディショナ

主分電盤

特定負荷用
コンセント

特定負荷

特定負荷用
コンセント用
ブレーカ
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特定負荷用コンセントのみ設置されている場合（つづき）

31、32 ページの「ご家庭の電気製品」を下記のように読み替えてください。

≥特定負荷用コンセントに接続する電気製品の合計消費電力は、2000VA以下（AC 100Vで最大20A以下）に
なるようにしてください。
≥特定負荷用コンセントに接続した電気製品が動かない場合、特定負荷用コンセント用ブレーカがオフになって
いる可能性がありますので確認してください。

ご家庭の電気製品

特定負荷用分電盤に接続した機器

使用できます。

主分電盤に接続した機器

使用できません。

ご家庭の電気製品

特定負荷用コンセント

使用できます。

主分電盤に接続した機器

使用できません。
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仕様

◆マルチ蓄電パワーコンディショナ

形式 ITC-SSMP

直流入力
（蓄電池）

最大入力電圧 DC450V 
入出力数 1
最大充放電電
力

5.9kW※ 1

直流入力
（PVユニット）

最大入力電力 単機能： ― ／ハイブリッド：6.6kW 
最大入力電圧 単機能： ― ／ハイブリッド：DC450V

交流出力

定格容量 単機能：5.9kW（力率1.0）、ハイブリッド：5.6kW（力率0.95）
定格電圧 AC202V（AC101V、2相） 

電力変換効率
蓄電池側（ITC-SSBU98）：放電95.5％、充電95.5%
蓄電池側（ITC-SSBU65）：放電95％、充電95%
太陽光側：95.0%（定格出力時）

絶縁方式 非絶縁トランスレス方式 

電気方式
連系運転時 単相２線式（単相３線式配電線に接続） 
自立運転時 単相２線式 

自立運転時の定格出力 単機能／ハイブリッド：2.0kVA、
ハイブリッド（トランスユニット接続時）：4.0kVA

設置環境 海岸および汽水域から500mを超える屋外設置
使用周囲温度 －20 - 50 ℃（ただし結露および氷結なきこと） 
使用周囲湿度 25 - 95％RH（ただし結露および氷結なきこと） 
外形寸法（横×高さ×奥行き） 450mm×562mm×232mm（ケーブルボックスを含む）
質量 本体：約21kg、ケーブルボックス：約1kg、取付けベース板：約2.5kg
冷却方式 自然空冷 
ケース材質 本体：金属ケース、ケーブルボックス本体：金属、ケーブルボックスカバー：樹脂

ケース外装色 フロント：シルバー、サイド／リア：ダークグレー、
ケーブルボックス：ダークグレー

取付け方式・方法 壁掛け・ねじ止め
保護構造 IP55
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仕様（つづき）

◆蓄電池ユニット

形式 ITC-SSBU98
種類 リチウムイオン電池 
蓄電池容量 9.8kWh（実効容量8.8kWh）
公称電圧 DC154.14V
電圧範囲 DC126 - 174.3V
充電回復時間 約3時間（25℃ 満充電まで） 
設置環境 海岸および汽水域から500mを超える屋外設置※2 ※ 3または屋内設置※3

使用周囲温度 －10 - 45 ℃※4 （ただし結露および氷結なきこと） 
使用周囲湿度 25 - 95％RH（ただし結露および氷結なきこと） 
外形寸法（横×高さ×奥行き） 490mm×741mm×295mm 
質量 約102kg 
取付け方式・方法  自立設置、屋内床置き設置、屋外壁面設置
容量保証 15年後初期容量の60%以上※5

サイクル期待寿命 11,000サイクル※6

形式 ITC-SSBU65
種類 リチウムイオン電池 
蓄電池容量 6.5kWh（実効容量5.9kWh）
公称電圧 DC102.76V
電圧範囲 DC84 - 116.2V
充電回復時間 約3時間（25℃ 満充電まで） 
設置環境 海岸および汽水域から500mを超える屋外設置※2 ※ 3または屋内設置※3

使用周囲温度 －10 - 45 ℃※4 （ただし結露および氷結なきこと） 
使用周囲湿度 25 - 95％RH（ただし結露および氷結なきこと） 
外形寸法（横×高さ×奥行き） 490mm×847mm×147mm 
質量 約65kg 
取付け方式・方法  自立設置、屋内床置き設置
容量保証 15年後初期容量の60%以上※5

サイクル期待寿命 11,000サイクル※6
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◆マルチ蓄電システム用ゲートウェイ

形式 ITC-SSGW
接続台数 マルチ蓄電パワーコンディショナ1台 

通信方式 無線LAN（2.4/5 GHz、IEEE802.11b/g/n/a）、
有線LAN（100Base -TX) 

表示部 モノクロ LCD（16文字×2行） 
操作方法 操作スイッチ4個、リセットスイッチまたは遠隔モニタリングサービス使用
外部インターフェイス LANポート、USBコネクタ（TypeA）32GBまでのUSB2.0準拠のUSBメモリ

通信プロトコル ECHONET Lite ※ 7蓄電池 Release M、住宅用太陽光発電Release J ※ 8、
分電盤Release M※9

通信仕様認証規格
ECHONET Lite 規格適合性認証※7（規格書バージョンVer.1.13) 、
ECHONET Lite AIF 仕様適合性認証※7 
（住宅用太陽光発電・HEMSコントローラ間Ver.1.01）、
（蓄電池・HEMSコントローラ間Ver.1.21） 

外形寸法（横×高さ×奥行き） 75mm× 120mm× 29.5mm 
動作電源 マルチ蓄電パワーコンディショナより給電 
設置環境 屋内設置 
使用周囲温度 －20 - 50 ℃（ただし結露および氷結なきこと） 
使用周囲湿度 25 - 95％RH（ただし結露および氷結なきこと） 
質量 約140g 
取付け方式・方法 壁取付け・ねじ止め 
保護構造 IP20相当 
ケース材質 PC+ABS 
ケース外装色 白 
遠隔モニタリングサービス 遠隔モニタリング、遠隔設定、異常時メール送信
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◆PV ユニット※ 10 

◆トランスユニット※ 10

形式 ITC-SSPU

直流入力
（PVパネル）

定格入力電圧 DC320V 
入力回路数 4
MPPT数 4
動作電圧範囲
（MPPT） 運転可能電圧範囲：50 - 450V、最大電力追従（MPPT）範囲：60 - 440V

入力電流範囲 許容最大短絡電流：60Ａ（15Ａ ／ 1 回路）、最大動作電流：44A（11A ／ 1回路）

最大入力電力 2.5kW／ 1回路、6.6kW／4回路
直流出力 最大出力電圧 DC450V
設置環境 海岸および汽水域から500mを超える屋外設置
使用周囲温度 －20 - 50 ℃（ただし結露および氷結なきこと） 
使用周囲湿度 25 - 95％RH（ただし結露および氷結なきこと） 
外形寸法（横×高さ×奥行き） 450mm×562mm×232mm（ケーブルボックスを含む）
質量 本体：約12.5kg、ケーブルボックス：約1kg、取付けベース板：約2.5kg
冷却方式 自然空冷 
保護構造 IP55

形式 ITC-SSTU

PCSからの
入力

電気方式 単相2線 
定格容量 4kVA 
電圧範囲 AC202V 

分電盤側出力
電気方式 単相3線 
定格電圧 AC202V／101V 

絶縁方式 非絶縁
設置環境 海岸および汽水域から500mを超える屋外設置
使用周囲温度 －20 - 50 ℃（ただし結露および氷結なきこと） 
使用周囲湿度 25 - 95％RH（ただし結露および氷結なきこと） 
外形寸法（横×高さ×奥行き） 450mm×562mm×232mm（ケーブルボックスを含む） 
質量 本体：約17kg、ケーブルボックス：約1kg、取付けベース板：約2.5kg
冷却方式  自然空冷  
保護構造 IP55
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◆特定負荷用分電盤

◆全負荷用分電盤

※1. ご家庭の電気のご使用状況によっては、最大充電電力が4kWになる場合があります。　
※2. 直接波しぶきがあたる場所に設置しないでください。　
※3. コンクリートにアンカー固定が必要です。
※4. 使用周囲温度範囲内であっても、蓄電池保護のために充放電を制限することがあります。
※5. システム搭載の動作モードで使用した時に限ります。（外部からの制御時除く）
※6. 当社所定条件による期待寿命であり、保証値ではありません。
※7. ECHONET Lite 対応機器とは、一般社団法人エコーネットコンソーシアムが発行した ECHONET Lite 規格およびア

プリケーション通信インターフェース仕様（ECHONET Lite AIF 仕様）に準拠した機器です。ECHONET Lite、
ECHONET Lite AIF、ECHONETロゴマークは、一般社団法人エコーネットコンソーシアムの登録商標です。

※8. PV ユニット接続時のみ使用可能です。
※9. 電力計測ユニット接続時のみ使用可能です。
※10.ケース材質、ケース外装色、取付け方式・方法はマルチ蓄電パワーコンディショナと同じです。

形式 KP-DB20B-2 
定格入力電圧 AC100V 
電気方式 単相2線式 
定格電流 合計20A 
出力分岐数 2回路 
設置環境 屋内設置 
使用周囲温度 －5 - 40 ℃（ただし結露および氷結なきこと） 
使用周囲湿度 45 - 85%RH（ただし結露および氷結なきこと） 
外形寸法（横×高さ×奥行き） 172mm×325mm×124mm 
質量 約1.9kg 
ケース外装色 白 
 取付け方式・方法 壁取付け・ねじ止め

形式 KP-DB75 KP-DB75B
定格入力電圧 AC202V 
電気方式 単相3線式 
定格電流 合計75A 
設置環境 屋内設置 
使用周囲温度 －5 - 40 ℃（ただし結露および氷結なきこと） 
使用周囲湿度 45 - 85%RH（ただし結露および氷結なきこと） 
外形寸法（横×高さ×奥行き） 644mm× 325mm× 124mm 572mm× 325mm×124mm
質量 約8.2kg 約 7.2kg 
ケース外装色 白 
取付け方式・方法 壁取付け・ねじ止め
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ソフトウェアのライセンス情報
ソフトウェアのライセンス情報については、下記の WEB サイトからご確認ください。
https://socialsolution.omron.com/jp/ja/products_service/energy/download/

≥ ｢ ECHONET Lite ｣はエコーネットコンソーシアムの商標です。
≥本書に記載されている各種名称、会社名、商品名などは、各社の登録商標または商標です。

商標について
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保証とアフターサービスについて

保証について
保証に関する内容につきましては、お買い上げの販売店の条件によるものとさせていただいております。
詳しくは、お買い上げの販売店へ確認してください。

修理を依頼されるとき
ご連絡の際は、次の項目をお知らせください。
≥製造番号
パワーコンディショナ、PV ユニット、トランスユニット：本体左側面のラベルに記載
蓄電池ユニット：(ITC-SSBU98/ITC-SSBU65) 本体上面のラベルに記載
ゲートウェイ：本体底面のラベルに記載
≥お買い上げ年月日
≥ご住所、お名前、電話番号
≥故障内容、故障発生時の状況（天候や時間など）

商品のお問い合わせは
商品・修理・トラブル・メンテナンス・別売品についてのお問い合わせは、お買い上げの販売店に相談してください。

製造番号

お買い上げ年月日 年 月 日

ご住所

お名前

電話番号 （ ） －

故障内容・故障発生時の状況

店名

住所

電話番号 （ ） －

販売店押印欄
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